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は
じ
め
に

　

現
在
、
私
は
『
新
修
宗
像
市
史
』
の
近
世
部
会
長
と
し
て
、
筑
前
国
福
岡
藩

領
で
あ
っ
た
宗
像
の
幕
末
維
新
期
の
歴
史
や
、
宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
の
志
士
に

つ
い
て
、
彼
ら
の
書
簡
や
日
記
な
ど
の
古
文
書
・
記
録
史
料
や
、
宗
像
地
域
の

郷
土
資
料
・
文
献
資
料
を
紐
解
き
、『
新
修
宗
像
市
史
』
通
史
編
執
筆
の
た
め
に

調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

　

宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
維
新
期
の
志
士
と
し
て
は
、
遠
賀
郡
虫
生
津
村
出
身

で
、
吉
留
村
（
現
・
宗
像
市
吉
武
地
区
）
の
医
師
で
も
あ
っ
た
早
川
勇
（
養

敬
）
が
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
早
川
勇
は
月
形
洗
蔵
や
加
藤
司
書
ら
福
岡
藩

の
勤
王
の
志
士
（
筑
前
勤
王
党
）
の
同
志
や
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
（
当
時
は

大
島
三
右
衛
門
・
大
島
吉
之
助
、
西
郷
吉
之
助
）
、
中
岡
慎
太
郎
（
早
川
勇
の

従
僕
の
筑
前
人
・
寺
石
貫
夫
と
変
名
、
石
川
誠
之
助
や
大
山
彦
太
郎
と
も
）
ら

と
交
流
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
、
五
卿
の
西
遷
（
筑
前
移
転
）
や
薩
長
和
解
の

周
旋
に
尽
力
し
た
。
ま
た
新
選
組
の
一
員
で
、
土
方
歳
三
を
供
養
し
た
と
い
う

鐘
崎
出
身
の
立
川
主
税
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

唐
津
街
道
赤
間
宿
に
は
、
薩
摩
藩
の
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
や
西
郷
隆
盛
、

加
藤
司
書
、
中
岡
慎
太
郎
、
河
井
継
之
助
ら
多
く
の
志
士
達
が
往
来
し
た
。
特

に
、
西
郷
隆
盛
は
元
治
元
年
～
元
治
二
＝
慶
応
元
年
に
か
け
て
、
第
一
次
長
州

征
討
や
五
卿
の
筑
前
移
転
の
周
旋
に
際
し
、
赤
間
宿
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
世
界
遺
産
の
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
一

つ
・
宗
像
大
社
中
津
宮
、
沖
津
宮
遙
拝
所
の
あ
る
筑
前
大
島
（
現
・
宗
像
市
）

に
は
、
西
郷
隆
盛
の
同
志
で
あ
っ
た
福
岡
藩
の
勤
王
の
志
士
・
平
野
国
臣
が
宗

像
大
社
沖
津
宮
の
普
請
方
で
赴
任
し
て
い
た
り
、
お
由
良
騒
動
で
脱
藩
し
た
元

薩
摩
藩
士
で
平
野
国
臣
や
西
郷
隆
盛
と
も
親
交
の
深
か
っ
た
北
条
右
門
（
木
村

仲
之
丞
、
後
に
村
山
松
根
、
村
山
下
総
）
や
工
藤
左
門
（
諏
訪
神
社
の
神
官
、

井
上
出
雲
守
正
徳
、
後
に
藤
井
良
節
）
ら
が
潜
伏
し
た
り
、
坂
本
龍
馬
や
中
岡

慎
太
郎
ら
が
船
で
寄
港
し
、
立
ち
寄
っ
た
伝
承
も
あ
る
。

　

今
回
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
、
三
条
実
美
公
ら
五
卿
と
も
交
流
の
あ
っ
た
、

幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士
、
ま
た
明
治
期
以
降
は
、
宗
像
郡
か
ら
の
最
初
の

海
外
留
学
者
、
福
岡
県
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
、
徳
重
村
・
石
松
家
出
身
の
徳

重
正
雄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
徳
重
正
雄
に
つ
い
て

　

筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像
郡
徳
重
村
（
現
・
宗
像
市
徳
重
）
出
身
の
幕
末
維

新
期
の
志
士　

徳
重
正
雄
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
「
草
莽
の
志
士
」
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

彼
の
履
歴
・
事
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
は
『
宗
像
郡
誌
』
上
巻
の
「
履
歴
書
」

や
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
、
宗
像
出
身
の
陸
軍
少
将
・
伊
豆
凡
夫
に
よ

る
追
悼
文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
（
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
）
、
上
妻
国
男

『
宗
像
人
物
風
土
記
』
、
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
・
石
瀧
豊
美
の
玄
洋
社
の

研
究
（
「
草
莽
の
留
学
」
）
な
ど
の
文
献
資
料
に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
の
文
献
資
料

に
よ
れ
ば
、
徳
重
正
雄
は
元
の
姓
を
石
松
と
い
い
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

三
月
三
日
に
生
ま
れ
た
。
徳
重
村
の
庄
屋
・
大
庄
屋
を
務
め
た
石
松
家
・
石
松

伴
六
（
休
蔵
）
の
嫡
子
で
、
三
蔵
、
三
郎
平
、
泰
次
郎
、
正
巳
と
称
し
た
。

　

徳
重
正
雄
は
、
幼
少
時
よ
り
向
学
心
が
強
く
、
習
字
・
手
習
い
や
四
書
の
素

読
な
ど
学
問
の
素
養
が
あ
り
、
旧
福
岡
藩
士
の
源
蔵
の
四
書
五
経
の
講
義
を
聴

き
、
皇
漢
大
部
（
和
漢
、
日
本
や
中
国
）
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
ま
た
福
岡
藩
の

勤
王
の
志
士
、
月
形
洗
蔵
や
早
川
勇
に
国
学
や
国
史
、
漢
詩
・
漢
文
学
な
ど
の

学
問
の
薫
陶
を
受
け
、
桜
田
門
外
の
変
を
知
っ
て
天
下
国
家
の
時
勢
や
国
事
周

旋
に
目
覚
め
、
勤
王
の
志
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
日
田
の
私
塾
・
咸
宜
園
に
も

入
門
し
、
天
下
の
志
士
と
も
交
流
し
た
と
い
う
。
早
川
勇
の
日
記
に
は
「
今
日

も
徳
重
に
行
き
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
徳
重
の
石
松
家
に
も
志
士
の
往
来
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
国
事
周
旋
に
向
け
て
の
談
義
も
行
わ
れ
、
徳
重
正
雄
も
次
第

に
感
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
十
七
歳
の
若
さ
で
徳
重
村
庄
屋
役
を
務
め
、
翌

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
依
願
退
職
し
た
が
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
は

赤
間
村
庄
屋
役
を
命
じ
ら
れ
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
八
月
ま
で
奉
職
し
て

い
る
。

　

若
き
日
の
徳
重
正
雄
（
当
時
は
二
十
歳
で
、
石
松
泰
次
郎
）
は
、
赤
間
や
太

宰
府
に
滞
在
し
た
五
卿
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。
元
治
二
（
一
八
六
五
、

慶
応
元
）
年
一
月
～
二
月
、
赤
間
の
御
茶
屋
に
滞
在
し
た
五
卿
の
給
仕
役
と
し

て
父
伴
六
と
共
に
召
し
出
さ
れ
て
一
首
の
和
歌
に
感
懐
を
託
し
、
三
条
実
美
公

に
勤
王
の
志
を
披
歴
し
た
と
い
う
。
後
日
、
太
宰
府
に
移
転
し
た
三
条
実
美
公

よ
り
御
礼
に
絹
布
に
書
い
て
贈
ら
れ
た
和
歌
「
如
何
に
し
て
筑
紫
の
海
に
寄
る

波
の
千
重
の
一
重
に
君
に
つ
く
す
ぞ
」
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
間
に
、
五
卿

や
早
川
勇
を
通
じ
て
、
五
卿
の
西
遷
の
周
旋
の
た
め
筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像

赤
間
宿
や
太
宰
府
な
ど
を
訪
れ
て
い
た
西
郷
隆
盛
に
出
会
い
、
知
遇
を
得
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

父
伴
六
は
、
嫡
子
で
一
人
息
子
の
徳
重
正
雄
の
出
歩
き
や
出
奔
を
引
き
止
め

よ
う
と
勝
浦
村
の
名
家
・
松
ケ
屋
か
ら
嫁
ヤ
ス
を
娶
っ
た
が
、
二
人
に
実
子
は

な
く
、
妻
ヤ
ス
は
夫
が
留
守
で
不
在
の
間
も
両
親
に
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

「
結
婚
し
て
も
自
分
は
い
つ
ど
こ
で
殺
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
徳
重
正

雄
の
申
し
出
で
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
正
雄
の
妹
、
娘
の
ハ
ル
に
遠
賀
郡

出
身
の
筋
田
要
一
を
婿
養
子
に
迎
え
世
継
ぎ
と
し
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
に
徳
重
村
の
庄
屋
役
を
務
め
、
以
来
戸
長
や
村
会
議
員
、
県
議
会
議
員
な
ど

役
職
を
歴
任
し
、
後
の
初
代
赤
間
町
長
に
な
っ
た
石
松
要
一
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
後
は
、
そ
の
志
の
ま
ま
に
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
福
岡
藩

を
脱
藩
（
出
奔
）
し
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
に
遊
学
し
、
西
郷
隆
盛
の
紹
介

も
あ
っ
て
藩
校
造
士
館
の
漢
学
寮
に
入
学
し
た
。
徳
重
に
改
名
し
た
の
は
鹿
児

島
へ
遊
学
し
た
頃
で
、『
宗
像
人
物
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
の
徳
重
神
社

に
参
詣
し
た
際
に
、
郷
里
と
同
じ
名
前
の
神
社
に
望
郷
の
念
を
禁
じ
が
た
く
石

松
姓
か
ら
徳
重
姓
へ
改
め
、
徳
重
泰
次
郎
、
後
に
徳
重
正
巳
、
そ
し
て
徳
重
正

雄
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。

　

彼
の
父
伴
六
宛
て
の
手
紙
・
書
簡
類
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
遊
学
中
は
、
早
川

勇
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
西
郷
隆
盛
や
大
山
綱
良
（
格
之
助
）
ら
薩
摩
藩
士
と

交
遊
を
深
め
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
か
ら
学
費
や
生
活
費
を
支
給
さ
れ
優
遇

を
受
け
た
と
い
う
。
二
人
の
親
交
の
証
と
し
て
、
徳
重
正
雄
に
は
、
西
郷
隆
盛

と
大
山
綱
良
か
ら
送
ら
れ
た
掛
軸
（
石
松
家
に
所
蔵
か
）
が
あ
り
、
毎
朝
起
伏

す
る
部
屋
に
掛
け
て
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
（
伊
豆
凡
夫
の
追
悼
文

「
徳

重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
）
。

　

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
福
岡
藩
に
脱
藩
（
出
奔
）
の
罪
を
許
さ
れ
、
福
岡

藩
の
藩
費
で
東
京
遊
学
の
た
め
上
京
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
外
国
語
専

門
学
校
に
入
学
し
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
私
費

で
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ド
ル
ベ
ル
ク
に
留
学
、
経
済
学
者
（
経
済
学
博
士
）
の
レ
ッ

チ
ン
ゲ
ル
（
レ
ッ
ホ
ニ
ゲ
ル
と
も
）
の
塾
に
入
り
簿
記
や
財
政
学
、
経
済
学
（
経

論
学
）
な
ど
実
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど

欧
州
各
地
を
巡
遊
し
た
。

　

徳
重
正
雄
の
留
学
先
か
ら
家
族
石
松
家
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙･

書
簡
類
（
「
石

松
家
文
書
・
明
治
七
年
正
月
一
日
・
正
月
二
日
認
」
）
に
は
、
「
御
区
内
（
宗
像
）

ニ
テ
ハ
鶏
卵
日
本
ニ
テ
有
名
之
地
ト
歟
。
一
軒
ニ
付
、
鶏
壱
番
（
ツ
ガ
イ
）
ヲ

増
飼
ニ
テ
モ
三
四
千
ハ
相
増
可
申
右
一
番
一
年
ニ
壱
両
ノ
鶏
卵
代
ヲ
得
ル
時
ハ

則
二
千
両
ノ
益
ナ
リ
右
之
売
捌
ニ
付
鶏
卵
会
所
ノ
如
キ
物
決
テ
益
ト
ナ
ラ
ズ
」

な
ど
、
宗
像
郡
の
特
産
物
・
鶏
卵
（
宗
像
卵
）
の
旧
式
の
商
人
に
よ
る
鶏
卵
会

所
方
式
を
や
め
て
養
鶏
業
・
流
通
の
近
代
化
、
鶏
卵
の
増
産
に
よ
る
利
益
の
拡

大
、
経
済
の
地
域
活
性
化
を
図
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
茶
、
養
蚕
、

蝋
な
ど
日
本
か
ら
の
輸
出
品
の
増
大
、
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）
や
羅
紗
（
ラ
シ
ャ
）

な
ど
輸
入
品
の
国
内
生
産
の
勃
興
・
拡
大
、
筑
前
米
の
酒
生
産
加
工
へ
の
転
用

に
よ
る
筑
前
や
宗
像
の
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
日
本
の
貿
易
や
産
業
、
地
域

経
済
に
関
す
る
提
案
や
、
「
産
物
・
器
械
・
財
金
の
う
ち
、
国
や
郡
、
町
村
単

位
で
の
人
口
や
産
物
の
繁
殖
が
肝
要
で
あ
る
」
や
「
器
械
人
業
（
工
業
化
）
の

勃
興
が
肝
要
」
な
ど
の
記
述
も
あ
り
、
彼
が
留
学
で
学
ん
だ
経
済
学
的
な
見
地
、

近
代
的
な
富
国
論
や
殖
産
興
業
に
対
す
る
具
体
的
な
提
案
・
意
見
を
述
べ
て
い

る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

た
だ
留
学
中
に
病
弱
に
な
り
、
志
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
七
月
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
秋
月
の
乱
、
西
南
戦
争
な
ど
ち
ょ
う
ど
士
族

反
乱
の
最
中
で
、
西
南
戦
争
の
際
は
、
西
郷
へ
の
恩
義
も
あ
り
病
身
な
が
ら
恩

返
し
の
た
め
、
頭
山
満
・
箱
田
六
輔
と
玄
洋
社
の
三
傑
と
う
た
わ
れ
た
平
岡
浩

太
郎
ら
同
志
と
図
っ
て
西
郷
軍
へ
の
応
援
も
計
画
し
た
り
、
福
岡
の
変
に
参
画

し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
計
画
が
露
見
し
、
官
軍
の
追
っ
手
を
逃
れ
、
大
阪
の

実
業
家
の
大
三
輪
長
兵
衛
に
匿
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
大
阪
で
大
三
輪
長
兵
衛
が
発
起
人
と
し
て
手

掛
け
た
大
阪
第
五
十
八
国
立
銀
行
の
設
立
・
開
業
に
際
し
取
締
役
と
し
て
携
わ

り
、
資
本
金
の
内
六
万
円
を
福
岡
県
で
募
集
す
る
な
ど
大
い
に
実
績
を
あ
げ
、

同
年
十
一
月
の
開
業
か
ら
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
ま
で
博
多
支
店
の
事
務

を
総
括
し
た
。
ま
た
、
先
述
の
石
瀧
豊
美
氏
の
玄
洋
社
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
明

治
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
条
約
改
正
論
を
唱
え
た
有
志
会
議
「
筑
前
共
愛
会
」

に
も
参
画
し
、
同
郷
で
宗
像
大
社
の
神
官
を
務
め
「
博
多
新
聞
」
を
発
行
し
て

い
た
松
田
敏
足
と
共
に
、
会
議
へ
の
参
加
を
勧
誘
す
る
た
め
筑
前
の
各
郡
を
周

り
、
遊
説
し
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
か
ら
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
か
け
て
、
明
治
政
府
の
官

僚
で
あ
っ
た
早
川
勇
の
庇
護
を
受
け
東
京
府
京
橋
区
三
十
間
堀
の
早
川
勇
宅
に

寄
寓
し
、
東
京
、
箱
根
や
熱
海
な
ど
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

同
郷
で
後
の
陸
軍
少
将
の
伊
豆
凡
夫
の
士
官
学
校
の
入
学
に
際
し
、
身
元
保
証

引
受
人
に
な
っ
た
の
も
徳
重
正
雄
で
あ
っ
た
。
ま
た
療
養
期
間
中
の
明
治
十
六

（
一
八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
『
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
註
釈
』
な

ど
が
あ
る
。
著
書
奥
付
に
は
「
早
川
勇
方
寄
留
」
と
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
八
月
に
故
郷
の
宗
像
に
戻
り
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に

は
宗
像
郡
よ
り
福
岡
県
議
会
議
員
に
も
選
出
さ
れ
、
福
岡
県
庁
よ
り
衛
生
会
委

員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
三
月
十
一
日
、
療
養
の
甲
斐
も
な
く
、
福
岡
市

内
の
病
院
の
一
室
で
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

（
２
）
徳
重
正
雄
の
関
係
資
料

　

徳
重
正
雄
に
関
し
て
は
、
徳
重
村
庄
屋
家
の
石
松
家
伝
来
の
古
文
書
「
石
松

家
文
書
」
（
石
松
家
所
蔵
、
市
史
編
さ
ん
室
に
マ
イ
ク
ロ
・
紙
焼
き
資
料
所
蔵
）

に
残
る
徳
重
正
雄
が
留
学
先
か
ら
家
族
・
石
松
家
に
宛
て
た
手
紙･

書
簡
類
の

他
に
、
福
岡
県
立
宗
像
高
校
の
資
料
館
（
四
塚
会
館
）
に
は
彼
の
海
外
留
学
時

代
の
記
録
（
「
徳
重
泰
次
郎
書
簡
：
英
国
龍
動
＝
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
訪
英
報
告
」
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
『
宗
像
郡
誌
』
上
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は

あ
る
が
、
徳
重
正
雄
が
福
岡
藩
を
脱
藩
後
、
鹿
児
島
遊
学
時
代
の
頃
の
時
期
と

思
わ
れ
る
徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
の
関
係
を
示
す
典
拠
史
料
「
徳
重
正
雄
書
簡

（
年
不
詳
正
月
三
日
付
、
明
治
二
～
三
年
頃
か
）
」
を
以
下
、

紹
介
す
る
。

「
徳
重
正
雄
書
簡
」
（
『
宗
像
郡
誌
』
上
編　

六
一
四
～
六
一
五
頁
、
原
本
は

徳
重
村
「
石
松
家
文
書
」
）

　
　

春
賀
芽
出
度
申
上
納
候
。
擧
家
御
揃
、
益
御
安
康
奉
敬
賀
候
、
陳
者
私
儀
、

去
十
月
朔
日
肥
後
熊
本
ニ
而
、
市
二
郎
と
相
別
れ
、
七
日
當
藩
着
、
爾
後

西
郷
吉
之
助
君
相
訪
、
段
々
懇
情
を
蒙
候
末
、
漢
學
寮
え
入
門
い
た
し
度
、

依
頼
仕
置
候
處
、
同
廿
二
日
許
容
ニ
相
成
、
直
ニ
入
寮
仕
、
都
講
久
木
山

泰
蔵
と
申
仁
よ
り
、
被
申
談
候
ニ
者
、
私
篤
志
之
次
第
被
相
感
趣
ニ
而
、

滞
塾
中
賄
を
初
、
夜
具
油
火
等
迄
、
政
府
よ
り
御
仕
度
被
下
候
旨
ニ
付
、

余
程
辞
退
も
仕
候
得
共
、
押
而
断
ニ
及
候
而
ハ
却
而
不
敬
と
存
、
其
儘
相

受
居
候
内
ニ
も
、
不
束
之
身
分
、
痛
入
仕
合
、
畢
竟
是
と
申
も
、
西
郷
氏

之
厚
誼
、
且
藩
法
遊
士
を
被
相
待
之
厚
、
實
ニ
感
銘
之
至
ニ
奉
存
候
。
其

刻
迄
ハ
、
佐
賀
熊
本
両
藩
遊
學
生
四
人
、
余
ハ
當
藩
之
人
斗
と
同
居
仕
居

候
處
、
舊
（
旧
）
蝋
初
旬
よ
り
、
本
藩
遊
學
生
六
人
出
浮
之
内
、
両
人
當

局
え
入
寮
被
致
、
何
れ
も
親
睦
ニ
相
交
、
専
ら
勤
學
、
間
ニ
者
参
政
桂
四

　
　

郎
、
黒
田
嘉
納
、
大
監
察
大
山
格
之
助
君
抔
と
申
人
を
初
、
其
外
有
名
之

仁
等
、
相
尋
候
而
、
議
論
等
拝
承
い
た
し
、
至
而
健
ニ
消
光
仕
居
候
間
、

乍
憚
御
氣
易
ニ
御
思
召
可
被
為
下
候
。

　
　

一
、
當
藩
政
体
変
革
上
向
、
所
謂
日
新
之
模
様
、
就
中
も
大
事
件
ハ
、
門

閥
廃
と
申
、
万
石
已
上
御
家
門
を
初
、
諸
大
身
不
残
千
五
百
石
已
下
ニ
被

致
減
録
（
禄
）
、
陪
臣
等
も
士
族
ニ
取
立
ニ
相
成
、
貴
賤
之
無
差
別
、
人

才
ニ
応
し
、
登
用
ニ
相
成
候
間
、
只
今
ニ
而
ハ
家
柄
故
就
官
之
人
抔
ハ
、

壹
人
も
無
之
趣
、
且
又
廃
佛
論
ニ
而
、
国
中
寺
塔
抔
、
無
残
廃
毀
、
法
師

等
も
還
俗
い
た
し
候
。
就
而
ハ
百
姓
町
人
ニ
至
迄
、
總
而
神
祭
葬
之
式
、

取
用
候
趣
、
其
外
製
鉄
所
、
火
薬
局
等
、
何
れ
も
高
大
之
仕
搆
、
實
ニ
感

嘆
驚
目
、
都
合
ニ
御
座
候
。
先
者
右
之
段
安
否
為
御
知
申
上
置
候
條
、
必

御
氣
遣
不
被
為
下
、
節
角
御
自
重
之
程
、
奉
願
上
候
。
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
子
嶋
藩
（
鹿
児
島
藩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
三
郎
平
事　

徳
重
正
巳
（
正
雄
）

　
　
　
　

正
月
三
日

　
　
　

石
松
休
蔵
様　

〇
伴
六

（
３
）
徳
重
村
・
石
松
家
墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
に
つ
い
て

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
四
日
（
水
）
に
、
石
松
家
（
石
松
孝
義
様
の

奥
様
石
松
シ
ノ
ブ
様
）
の
ご
案
内
で
、
宗
像
市
史
編
さ
ん
事
務
局
・
花
田
事
務

局
長
・
判
田
さ
ん
と
文
化
財
課
山
田
さ
ん
の
立
会
の
下
、
徳
重
地
区
の
石
松
家

墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
の
現
地
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

　

石
松
家
の
墓
地
は
、
徳
重
地
区
の
丘
陵
地
で
、
太
閤
水
伝
説
も
あ
る
古
い
井

戸
跡
が
残
る
柳
井
尺
に
か
つ
て
あ
っ
た
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
寺
院
・
宝
松
院
の
跡

地
に
あ
る
。
宝
松
院
は
石
松
家
の
祖
先
・
石
松
三
郎
兵
衛
が
寛
永
年
間
に
開
基

し
た
寺
院
で
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
石
松
家
は
戦
国
時
代

に
は
宗
像
地
域
を
支
配
し
た
宗
像
氏
に
仕
え
た
武
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
期
は
、
徳
重
村
の
庄
屋
役
（
初
期
は
触
口
）
を
務
め
た
初
代
石
松
三
郎
兵

衛
か
ら
九
代
目
の
石
松
伴
蔵
、
十
代
目
石
松
伴
六
、
十
一
代
目
の
石
松
要
一
な

ど
石
松
家
累
代
の
墓
や
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
石
松
家

三
百
年
祭
」
の
記
念
碑
「
徳
重
石
松
家
祖
先
之
碑
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
重

正
雄
の
墓
碑
は
さ
ら
に
丘
の
上
段
部
に
あ
り
、
墓
碑
に
は
「
徳
重
正
雄
墓
、
明

治
廿
年
三
月
十
一
日
庁
下
没
、
福
岡
県
議
会
議
員
有
志
中
建
之
」
と
あ
り
、
福

岡
県
議
会
議
員
の
有
志
で
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
石
松

家
文
書
」
の
中
に
、「
故
徳
重
正
雄
建
墓
費
義
捐
者
人
名
簿
（
明
治
廿
年
十
二
月
）」

と
い
う
墓
碑
建
立
の
発
起
人
や
義
捐
金
に
関
す
る
資
料
が
残
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
伊
豆
凡
夫
の
徳
重
正
雄
の
追
悼

文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
が
彼
の
人
生
を
集
約
し
て
い
る
の
で
以
下
、
一
部

引
用
す
る
。

「
君
を
し
て
長
寿
な
ら
し
め
ん
乎
。
世
豈
君
を
要
し
て
立
た
し
む
る
の
時
な
か

ら
ん
や
（
中
略
）
天
道
是
乎
非
乎
。
何
ぞ
有
為
の
士
に
幸
ひ
せ
ざ
る
の
酷
（
甚
）

だ
し
き
や
」「
余
は
我
郷
の
、
徳
重
君
を
妄
評
す
る
人
に
告
げ
ん
と
す
。
成
敗
を

以
て
人
を
論
ず
べ
か
ら
ず
、
之
を
古
今
の
歴
史
に
徴
せ
よ
。
志
士
皆
悉
く
成
効

（
功
）
を
期
す
る
に
能
は
ず
、
偉
人
必
し
も
大
名
を
為
さ
ず
」
と
徳
重
正
雄
の
夭

折
を
惜
し
ん
で
い
る
。

　

徳
重
正
雄
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
に
薫
陶
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
海
外
留
学
し
て
世
界
を
経
験
し
、
日
本
を
見
つ
め
直
し
た

国
際
人
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
渡
欧
し
、
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
に
留
学
し
た
鞍
手
郡
出
身
の
医
師
赤
星
研
造
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
郷
土
宗
像
の
家
族
や
未
来
を
思
い
、
経
世
済
民
（
経
国
済
民
）
の
志

を
胸
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
た
志
士
が
宗
像
に
も
い
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
。
こ
の
機
会
に
徳
重
正
雄
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

頂
き
、
彼
の
生
き
様
や
人
物
像
、
そ
の
志
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
徳
重

正
雄
や
石
松
家
の
歴
史
や
歴
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
宗
像
地
域
の
近
世
・
近
代

を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

徳
重
正
雄
に
つ
い
て
の
資
料
や
情
報
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
教
示
、
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
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資
料
叢
書
第
一
輯　

五
卿
の
西
遷―

早
川
勇
と
そ
の
群
像―

』

　

文
化
企
画
蘿
山
房
、
一
九
八
五
年

赤
間
地
区
歴
史
・
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
『
赤
間
地
区
歴
史
・
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
つ
た
が
た
け
』
赤
間
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
二
〇
〇
五
年

荒
木
康
彦
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
３
人
の
初
期
日
本
人
留
学
生
」
『
大
学
史
研
究

通
信
』
大
学
史
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年

石
瀧
豊
美
『
玄
洋
社
発
掘―

も
う
ひ
と
つ
の
自
由
民
権―

』
西
日
本
新
聞
社
、
一
九

九
七
年

石
瀧
豊
美
『
玄
洋
社　

封
印
さ
れ
た
実
像
』
海
鳥
社
、
二
〇
一
〇
年

葦
津
泰
国
『
大
三
輪
長
兵
衛
の
生
涯―

維
新
の
精
神
の
夢
に
か
け
て
』
葦
津
事
務

所
、
二
〇
〇
八
年

ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
誌
編
纂
委
員
会
編
『
ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
誌
９　

福
岡
県
の
幕

末
維
新
』
海
鳥
社
、
二
〇
一
五
年

（
付
記
）

　

本
稿
は
、
竹
川
克
幸
「
時
間
旅
行
ム
ナ
カ
タ
第
81
回　

幕
末
維
新
期
の
宗
像
と
志
士

早
川
勇
と
徳
重
正
雄
」
（
『
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
№
３
５
４
』
、
二
〇
一
七
年
十
二

月
十
五
日
号
）
、
同
「
時
間
旅
行
ム
ナ
カ
タ
�
�
�
�
№
11　

幕
末
維
新
期
の
宗
像
と
志

士

続

早
川
勇
・
徳
重
正
雄
と
志
士
た
ち
の
邂
逅
（
か
い
こ
う
）
」（
二
〇
二
〇
年
二
月
）
、

竹
川
克
幸
「
幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士　

徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
」
『
敬
天
愛
人
』

第
37
号
（
公
益
財
団
法
人
西
郷
南
洲
顕
彰
会
、
二
〇
一
九
年
）
及
び
、
令
和
元
年
度　

福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
・
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
「
福
岡
の
文
化
を
創
っ
た
国
際

人
た
ち
」
第
５
回
「
宗
像
の
国
際
人　

徳
重
正
雄
」
（
令
和
元
年
九
月
十
九
日
、
ア
ク

ロ
ス
福
岡
）
の
講
演
内
容
・
資
料
を
基
に
執
筆
し
た
。

　

調
査
・
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
事
務
局
、
宗
像
市
文
化

財
課
、
宗
像
高
校
四
塚
会
館
、
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
、
公
益
財
団
法
人
西
郷
南
洲

顕
彰
会
（
西
郷
南
洲
顕
彰
館
）
、
そ
し
て
石
松
孝
義
様
・
シ
ノ
ブ
様
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、

石
松
家
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

徳
重
正
雄
・
石
松
家
と
の
ご
縁
と
学
恩

に
感
謝
し
、

改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
た
け
が
わ
か
つ
ゆ
き　

近
世
部
会
）

竹 

川 

克 

幸

《
研
究
ノ
ー
ト
》

             

幕
末
維
新
期
の
宗
像
と
志
士　

～
徳
重
村
・
石
松
家
出
身
の
徳
重
正
雄
を
中
心
に
～
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は
じ
め
に

　

現
在
、
私
は
『
新
修
宗
像
市
史
』
の
近
世
部
会
長
と
し
て
、
筑
前
国
福
岡
藩

領
で
あ
っ
た
宗
像
の
幕
末
維
新
期
の
歴
史
や
、
宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
の
志
士
に

つ
い
て
、
彼
ら
の
書
簡
や
日
記
な
ど
の
古
文
書
・
記
録
史
料
や
、
宗
像
地
域
の

郷
土
資
料
・
文
献
資
料
を
紐
解
き
、『
新
修
宗
像
市
史
』
通
史
編
執
筆
の
た
め
に

調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

　

宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
維
新
期
の
志
士
と
し
て
は
、
遠
賀
郡
虫
生
津
村
出
身

で
、
吉
留
村
（
現
・
宗
像
市
吉
武
地
区
）
の
医
師
で
も
あ
っ
た
早
川
勇
（
養

敬
）
が
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
早
川
勇
は
月
形
洗
蔵
や
加
藤
司
書
ら
福
岡
藩

の
勤
王
の
志
士
（
筑
前
勤
王
党
）
の
同
志
や
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
（
当
時
は

大
島
三
右
衛
門
・
大
島
吉
之
助
、
西
郷
吉
之
助
）
、
中
岡
慎
太
郎
（
早
川
勇
の

従
僕
の
筑
前
人
・
寺
石
貫
夫
と
変
名
、
石
川
誠
之
助
や
大
山
彦
太
郎
と
も
）
ら

と
交
流
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
、
五
卿
の
西
遷
（
筑
前
移
転
）
や
薩
長
和
解
の

周
旋
に
尽
力
し
た
。
ま
た
新
選
組
の
一
員
で
、
土
方
歳
三
を
供
養
し
た
と
い
う

鐘
崎
出
身
の
立
川
主
税
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

唐
津
街
道
赤
間
宿
に
は
、
薩
摩
藩
の
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
や
西
郷
隆
盛
、

加
藤
司
書
、
中
岡
慎
太
郎
、
河
井
継
之
助
ら
多
く
の
志
士
達
が
往
来
し
た
。
特

に
、
西
郷
隆
盛
は
元
治
元
年
～
元
治
二
＝
慶
応
元
年
に
か
け
て
、
第
一
次
長
州

征
討
や
五
卿
の
筑
前
移
転
の
周
旋
に
際
し
、
赤
間
宿
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
世
界
遺
産
の
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
一

つ
・
宗
像
大
社
中
津
宮
、
沖
津
宮
遙
拝
所
の
あ
る
筑
前
大
島
（
現
・
宗
像
市
）

に
は
、
西
郷
隆
盛
の
同
志
で
あ
っ
た
福
岡
藩
の
勤
王
の
志
士
・
平
野
国
臣
が
宗

像
大
社
沖
津
宮
の
普
請
方
で
赴
任
し
て
い
た
り
、
お
由
良
騒
動
で
脱
藩
し
た
元

薩
摩
藩
士
で
平
野
国
臣
や
西
郷
隆
盛
と
も
親
交
の
深
か
っ
た
北
条
右
門
（
木
村

仲
之
丞
、
後
に
村
山
松
根
、
村
山
下
総
）
や
工
藤
左
門
（
諏
訪
神
社
の
神
官
、

井
上
出
雲
守
正
徳
、
後
に
藤
井
良
節
）
ら
が
潜
伏
し
た
り
、
坂
本
龍
馬
や
中
岡

慎
太
郎
ら
が
船
で
寄
港
し
、
立
ち
寄
っ
た
伝
承
も
あ
る
。

　

今
回
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
、
三
条
実
美
公
ら
五
卿
と
も
交
流
の
あ
っ
た
、

幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士
、
ま
た
明
治
期
以
降
は
、
宗
像
郡
か
ら
の
最
初
の

海
外
留
学
者
、
福
岡
県
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
、
徳
重
村
・
石
松
家
出
身
の
徳

重
正
雄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
徳
重
正
雄
に
つ
い
て

　

筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像
郡
徳
重
村
（
現
・
宗
像
市
徳
重
）
出
身
の
幕
末
維

新
期
の
志
士　

徳
重
正
雄
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
「
草
莽
の
志
士
」
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

彼
の
履
歴
・
事
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
は
『
宗
像
郡
誌
』
上
巻
の
「
履
歴
書
」

や
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
、
宗
像
出
身
の
陸
軍
少
将
・
伊
豆
凡
夫
に
よ

る
追
悼
文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
（
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
）
、
上
妻
国
男

『
宗
像
人
物
風
土
記
』
、
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
・
石
瀧
豊
美
の
玄
洋
社
の

研
究
（
「
草
莽
の
留
学
」
）
な
ど
の
文
献
資
料
に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
の
文
献
資
料

に
よ
れ
ば
、
徳
重
正
雄
は
元
の
姓
を
石
松
と
い
い
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

三
月
三
日
に
生
ま
れ
た
。
徳
重
村
の
庄
屋
・
大
庄
屋
を
務
め
た
石
松
家
・
石
松

伴
六
（
休
蔵
）
の
嫡
子
で
、
三
蔵
、
三
郎
平
、
泰
次
郎
、
正
巳
と
称
し
た
。

　

徳
重
正
雄
は
、
幼
少
時
よ
り
向
学
心
が
強
く
、
習
字
・
手
習
い
や
四
書
の
素

読
な
ど
学
問
の
素
養
が
あ
り
、
旧
福
岡
藩
士
の
源
蔵
の
四
書
五
経
の
講
義
を
聴

き
、
皇
漢
大
部
（
和
漢
、
日
本
や
中
国
）
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
ま
た
福
岡
藩
の

勤
王
の
志
士
、
月
形
洗
蔵
や
早
川
勇
に
国
学
や
国
史
、
漢
詩
・
漢
文
学
な
ど
の

学
問
の
薫
陶
を
受
け
、
桜
田
門
外
の
変
を
知
っ
て
天
下
国
家
の
時
勢
や
国
事
周

旋
に
目
覚
め
、
勤
王
の
志
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
日
田
の
私
塾
・
咸
宜
園
に
も

入
門
し
、
天
下
の
志
士
と
も
交
流
し
た
と
い
う
。
早
川
勇
の
日
記
に
は
「
今
日

も
徳
重
に
行
き
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
徳
重
の
石
松
家
に
も
志
士
の
往
来
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
国
事
周
旋
に
向
け
て
の
談
義
も
行
わ
れ
、
徳
重
正
雄
も
次
第

に
感
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
十
七
歳
の
若
さ
で
徳
重
村
庄
屋
役
を
務
め
、
翌

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
依
願
退
職
し
た
が
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
は

赤
間
村
庄
屋
役
を
命
じ
ら
れ
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
八
月
ま
で
奉
職
し
て

い
る
。

　

若
き
日
の
徳
重
正
雄
（
当
時
は
二
十
歳
で
、
石
松
泰
次
郎
）
は
、
赤
間
や
太

宰
府
に
滞
在
し
た
五
卿
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。
元
治
二
（
一
八
六
五
、

慶
応
元
）
年
一
月
～
二
月
、
赤
間
の
御
茶
屋
に
滞
在
し
た
五
卿
の
給
仕
役
と
し

て
父
伴
六
と
共
に
召
し
出
さ
れ
て
一
首
の
和
歌
に
感
懐
を
託
し
、
三
条
実
美
公

に
勤
王
の
志
を
披
歴
し
た
と
い
う
。
後
日
、
太
宰
府
に
移
転
し
た
三
条
実
美
公

よ
り
御
礼
に
絹
布
に
書
い
て
贈
ら
れ
た
和
歌
「
如
何
に
し
て
筑
紫
の
海
に
寄
る

波
の
千
重
の
一
重
に
君
に
つ
く
す
ぞ
」
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
間
に
、
五
卿

や
早
川
勇
を
通
じ
て
、
五
卿
の
西
遷
の
周
旋
の
た
め
筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像

赤
間
宿
や
太
宰
府
な
ど
を
訪
れ
て
い
た
西
郷
隆
盛
に
出
会
い
、
知
遇
を
得
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

父
伴
六
は
、
嫡
子
で
一
人
息
子
の
徳
重
正
雄
の
出
歩
き
や
出
奔
を
引
き
止
め

よ
う
と
勝
浦
村
の
名
家
・
松
ケ
屋
か
ら
嫁
ヤ
ス
を
娶
っ
た
が
、
二
人
に
実
子
は

な
く
、
妻
ヤ
ス
は
夫
が
留
守
で
不
在
の
間
も
両
親
に
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

「
結
婚
し
て
も
自
分
は
い
つ
ど
こ
で
殺
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
徳
重
正

雄
の
申
し
出
で
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
正
雄
の
妹
、
娘
の
ハ
ル
に
遠
賀
郡

出
身
の
筋
田
要
一
を
婿
養
子
に
迎
え
世
継
ぎ
と
し
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
に
徳
重
村
の
庄
屋
役
を
務
め
、
以
来
戸
長
や
村
会
議
員
、
県
議
会
議
員
な
ど

役
職
を
歴
任
し
、
後
の
初
代
赤
間
町
長
に
な
っ
た
石
松
要
一
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
後
は
、
そ
の
志
の
ま
ま
に
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
福
岡
藩

を
脱
藩
（
出
奔
）
し
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
に
遊
学
し
、
西
郷
隆
盛
の
紹
介

も
あ
っ
て
藩
校
造
士
館
の
漢
学
寮
に
入
学
し
た
。
徳
重
に
改
名
し
た
の
は
鹿
児

島
へ
遊
学
し
た
頃
で
、『
宗
像
人
物
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
の
徳
重
神
社

に
参
詣
し
た
際
に
、
郷
里
と
同
じ
名
前
の
神
社
に
望
郷
の
念
を
禁
じ
が
た
く
石

松
姓
か
ら
徳
重
姓
へ
改
め
、
徳
重
泰
次
郎
、
後
に
徳
重
正
巳
、
そ
し
て
徳
重
正

雄
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。

　

彼
の
父
伴
六
宛
て
の
手
紙
・
書
簡
類
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
遊
学
中
は
、
早
川

勇
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
西
郷
隆
盛
や
大
山
綱
良
（
格
之
助
）
ら
薩
摩
藩
士
と

交
遊
を
深
め
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
か
ら
学
費
や
生
活
費
を
支
給
さ
れ
優
遇

を
受
け
た
と
い
う
。
二
人
の
親
交
の
証
と
し
て
、
徳
重
正
雄
に
は
、
西
郷
隆
盛

と
大
山
綱
良
か
ら
送
ら
れ
た
掛
軸
（
石
松
家
に
所
蔵
か
）
が
あ
り
、
毎
朝
起
伏

す
る
部
屋
に
掛
け
て
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
（
伊
豆
凡
夫
の
追
悼
文

「
徳

重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
）
。

　

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
福
岡
藩
に
脱
藩
（
出
奔
）
の
罪
を
許
さ
れ
、
福
岡

藩
の
藩
費
で
東
京
遊
学
の
た
め
上
京
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
外
国
語
専

門
学
校
に
入
学
し
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
私
費

で
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ド
ル
ベ
ル
ク
に
留
学
、
経
済
学
者
（
経
済
学
博
士
）
の
レ
ッ

チ
ン
ゲ
ル
（
レ
ッ
ホ
ニ
ゲ
ル
と
も
）
の
塾
に
入
り
簿
記
や
財
政
学
、
経
済
学
（
経

論
学
）
な
ど
実
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど

欧
州
各
地
を
巡
遊
し
た
。

　

徳
重
正
雄
の
留
学
先
か
ら
家
族
石
松
家
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙･

書
簡
類
（
「
石

松
家
文
書
・
明
治
七
年
正
月
一
日
・
正
月
二
日
認
」
）
に
は
、
「
御
区
内
（
宗
像
）

ニ
テ
ハ
鶏
卵
日
本
ニ
テ
有
名
之
地
ト
歟
。
一
軒
ニ
付
、
鶏
壱
番
（
ツ
ガ
イ
）
ヲ

増
飼
ニ
テ
モ
三
四
千
ハ
相
増
可
申
右
一
番
一
年
ニ
壱
両
ノ
鶏
卵
代
ヲ
得
ル
時
ハ

則
二
千
両
ノ
益
ナ
リ
右
之
売
捌
ニ
付
鶏
卵
会
所
ノ
如
キ
物
決
テ
益
ト
ナ
ラ
ズ
」

な
ど
、
宗
像
郡
の
特
産
物
・
鶏
卵
（
宗
像
卵
）
の
旧
式
の
商
人
に
よ
る
鶏
卵
会

所
方
式
を
や
め
て
養
鶏
業
・
流
通
の
近
代
化
、
鶏
卵
の
増
産
に
よ
る
利
益
の
拡

大
、
経
済
の
地
域
活
性
化
を
図
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
茶
、
養
蚕
、

蝋
な
ど
日
本
か
ら
の
輸
出
品
の
増
大
、
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）
や
羅
紗
（
ラ
シ
ャ
）

な
ど
輸
入
品
の
国
内
生
産
の
勃
興
・
拡
大
、
筑
前
米
の
酒
生
産
加
工
へ
の
転
用

に
よ
る
筑
前
や
宗
像
の
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
日
本
の
貿
易
や
産
業
、
地
域

経
済
に
関
す
る
提
案
や
、
「
産
物
・
器
械
・
財
金
の
う
ち
、
国
や
郡
、
町
村
単

位
で
の
人
口
や
産
物
の
繁
殖
が
肝
要
で
あ
る
」
や
「
器
械
人
業
（
工
業
化
）
の

勃
興
が
肝
要
」
な
ど
の
記
述
も
あ
り
、
彼
が
留
学
で
学
ん
だ
経
済
学
的
な
見
地
、

近
代
的
な
富
国
論
や
殖
産
興
業
に
対
す
る
具
体
的
な
提
案
・
意
見
を
述
べ
て
い

る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

た
だ
留
学
中
に
病
弱
に
な
り
、
志
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
七
月
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
秋
月
の
乱
、
西
南
戦
争
な
ど
ち
ょ
う
ど
士
族

反
乱
の
最
中
で
、
西
南
戦
争
の
際
は
、
西
郷
へ
の
恩
義
も
あ
り
病
身
な
が
ら
恩

返
し
の
た
め
、
頭
山
満
・
箱
田
六
輔
と
玄
洋
社
の
三
傑
と
う
た
わ
れ
た
平
岡
浩

太
郎
ら
同
志
と
図
っ
て
西
郷
軍
へ
の
応
援
も
計
画
し
た
り
、
福
岡
の
変
に
参
画

し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
計
画
が
露
見
し
、
官
軍
の
追
っ
手
を
逃
れ
、
大
阪
の

実
業
家
の
大
三
輪
長
兵
衛
に
匿
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
大
阪
で
大
三
輪
長
兵
衛
が
発
起
人
と
し
て
手

掛
け
た
大
阪
第
五
十
八
国
立
銀
行
の
設
立
・
開
業
に
際
し
取
締
役
と
し
て
携
わ

り
、
資
本
金
の
内
六
万
円
を
福
岡
県
で
募
集
す
る
な
ど
大
い
に
実
績
を
あ
げ
、

同
年
十
一
月
の
開
業
か
ら
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
ま
で
博
多
支
店
の
事
務

を
総
括
し
た
。
ま
た
、
先
述
の
石
瀧
豊
美
氏
の
玄
洋
社
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
明

治
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
条
約
改
正
論
を
唱
え
た
有
志
会
議
「
筑
前
共
愛
会
」

に
も
参
画
し
、
同
郷
で
宗
像
大
社
の
神
官
を
務
め
「
博
多
新
聞
」
を
発
行
し
て

い
た
松
田
敏
足
と
共
に
、
会
議
へ
の
参
加
を
勧
誘
す
る
た
め
筑
前
の
各
郡
を
周

り
、
遊
説
し
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
か
ら
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
か
け
て
、
明
治
政
府
の
官

僚
で
あ
っ
た
早
川
勇
の
庇
護
を
受
け
東
京
府
京
橋
区
三
十
間
堀
の
早
川
勇
宅
に

寄
寓
し
、
東
京
、
箱
根
や
熱
海
な
ど
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

同
郷
で
後
の
陸
軍
少
将
の
伊
豆
凡
夫
の
士
官
学
校
の
入
学
に
際
し
、
身
元
保
証

引
受
人
に
な
っ
た
の
も
徳
重
正
雄
で
あ
っ
た
。
ま
た
療
養
期
間
中
の
明
治
十
六

（
一
八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
『
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
註
釈
』
な

ど
が
あ
る
。
著
書
奥
付
に
は
「
早
川
勇
方
寄
留
」
と
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
八
月
に
故
郷
の
宗
像
に
戻
り
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に

は
宗
像
郡
よ
り
福
岡
県
議
会
議
員
に
も
選
出
さ
れ
、
福
岡
県
庁
よ
り
衛
生
会
委

員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
三
月
十
一
日
、
療
養
の
甲
斐
も
な
く
、
福
岡
市

内
の
病
院
の
一
室
で
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

（
２
）
徳
重
正
雄
の
関
係
資
料

　

徳
重
正
雄
に
関
し
て
は
、
徳
重
村
庄
屋
家
の
石
松
家
伝
来
の
古
文
書
「
石
松

家
文
書
」
（
石
松
家
所
蔵
、
市
史
編
さ
ん
室
に
マ
イ
ク
ロ
・
紙
焼
き
資
料
所
蔵
）

に
残
る
徳
重
正
雄
が
留
学
先
か
ら
家
族
・
石
松
家
に
宛
て
た
手
紙･

書
簡
類
の

他
に
、
福
岡
県
立
宗
像
高
校
の
資
料
館
（
四
塚
会
館
）
に
は
彼
の
海
外
留
学
時

代
の
記
録
（
「
徳
重
泰
次
郎
書
簡
：
英
国
龍
動
＝
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
訪
英
報
告
」
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
『
宗
像
郡
誌
』
上
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は

あ
る
が
、
徳
重
正
雄
が
福
岡
藩
を
脱
藩
後
、
鹿
児
島
遊
学
時
代
の
頃
の
時
期
と

思
わ
れ
る
徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
の
関
係
を
示
す
典
拠
史
料
「
徳
重
正
雄
書
簡

（
年
不
詳
正
月
三
日
付
、
明
治
二
～
三
年
頃
か
）
」
を
以
下
、

紹
介
す
る
。

「
徳
重
正
雄
書
簡
」
（
『
宗
像
郡
誌
』
上
編　

六
一
四
～
六
一
五
頁
、
原
本
は

徳
重
村
「
石
松
家
文
書
」
）

　
　

春
賀
芽
出
度
申
上
納
候
。
擧
家
御
揃
、
益
御
安
康
奉
敬
賀
候
、
陳
者
私
儀
、

去
十
月
朔
日
肥
後
熊
本
ニ
而
、
市
二
郎
と
相
別
れ
、
七
日
當
藩
着
、
爾
後

西
郷
吉
之
助
君
相
訪
、
段
々
懇
情
を
蒙
候
末
、
漢
學
寮
え
入
門
い
た
し
度
、

依
頼
仕
置
候
處
、
同
廿
二
日
許
容
ニ
相
成
、
直
ニ
入
寮
仕
、
都
講
久
木
山

泰
蔵
と
申
仁
よ
り
、
被
申
談
候
ニ
者
、
私
篤
志
之
次
第
被
相
感
趣
ニ
而
、

滞
塾
中
賄
を
初
、
夜
具
油
火
等
迄
、
政
府
よ
り
御
仕
度
被
下
候
旨
ニ
付
、

余
程
辞
退
も
仕
候
得
共
、
押
而
断
ニ
及
候
而
ハ
却
而
不
敬
と
存
、
其
儘
相

受
居
候
内
ニ
も
、
不
束
之
身
分
、
痛
入
仕
合
、
畢
竟
是
と
申
も
、
西
郷
氏

之
厚
誼
、
且
藩
法
遊
士
を
被
相
待
之
厚
、
實
ニ
感
銘
之
至
ニ
奉
存
候
。
其

刻
迄
ハ
、
佐
賀
熊
本
両
藩
遊
學
生
四
人
、
余
ハ
當
藩
之
人
斗
と
同
居
仕
居

候
處
、
舊
（
旧
）
蝋
初
旬
よ
り
、
本
藩
遊
學
生
六
人
出
浮
之
内
、
両
人
當

局
え
入
寮
被
致
、
何
れ
も
親
睦
ニ
相
交
、
専
ら
勤
學
、
間
ニ
者
参
政
桂
四

　
　

郎
、
黒
田
嘉
納
、
大
監
察
大
山
格
之
助
君
抔
と
申
人
を
初
、
其
外
有
名
之

仁
等
、
相
尋
候
而
、
議
論
等
拝
承
い
た
し
、
至
而
健
ニ
消
光
仕
居
候
間
、

乍
憚
御
氣
易
ニ
御
思
召
可
被
為
下
候
。

　
　

一
、
當
藩
政
体
変
革
上
向
、
所
謂
日
新
之
模
様
、
就
中
も
大
事
件
ハ
、
門

閥
廃
と
申
、
万
石
已
上
御
家
門
を
初
、
諸
大
身
不
残
千
五
百
石
已
下
ニ
被

致
減
録
（
禄
）
、
陪
臣
等
も
士
族
ニ
取
立
ニ
相
成
、
貴
賤
之
無
差
別
、
人

才
ニ
応
し
、
登
用
ニ
相
成
候
間
、
只
今
ニ
而
ハ
家
柄
故
就
官
之
人
抔
ハ
、

壹
人
も
無
之
趣
、
且
又
廃
佛
論
ニ
而
、
国
中
寺
塔
抔
、
無
残
廃
毀
、
法
師

等
も
還
俗
い
た
し
候
。
就
而
ハ
百
姓
町
人
ニ
至
迄
、
總
而
神
祭
葬
之
式
、

取
用
候
趣
、
其
外
製
鉄
所
、
火
薬
局
等
、
何
れ
も
高
大
之
仕
搆
、
實
ニ
感

嘆
驚
目
、
都
合
ニ
御
座
候
。
先
者
右
之
段
安
否
為
御
知
申
上
置
候
條
、
必

御
氣
遣
不
被
為
下
、
節
角
御
自
重
之
程
、
奉
願
上
候
。
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
子
嶋
藩
（
鹿
児
島
藩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
三
郎
平
事　

徳
重
正
巳
（
正
雄
）

　
　
　
　

正
月
三
日

　
　
　

石
松
休
蔵
様　

〇
伴
六

（
３
）
徳
重
村
・
石
松
家
墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
に
つ
い
て

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
四
日
（
水
）
に
、
石
松
家
（
石
松
孝
義
様
の

奥
様
石
松
シ
ノ
ブ
様
）
の
ご
案
内
で
、
宗
像
市
史
編
さ
ん
事
務
局
・
花
田
事
務

局
長
・
判
田
さ
ん
と
文
化
財
課
山
田
さ
ん
の
立
会
の
下
、
徳
重
地
区
の
石
松
家

墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
の
現
地
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

　

石
松
家
の
墓
地
は
、
徳
重
地
区
の
丘
陵
地
で
、
太
閤
水
伝
説
も
あ
る
古
い
井

戸
跡
が
残
る
柳
井
尺
に
か
つ
て
あ
っ
た
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
寺
院
・
宝
松
院
の
跡

地
に
あ
る
。
宝
松
院
は
石
松
家
の
祖
先
・
石
松
三
郎
兵
衛
が
寛
永
年
間
に
開
基

し
た
寺
院
で
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
石
松
家
は
戦
国
時
代

に
は
宗
像
地
域
を
支
配
し
た
宗
像
氏
に
仕
え
た
武
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
期
は
、
徳
重
村
の
庄
屋
役
（
初
期
は
触
口
）
を
務
め
た
初
代
石
松
三
郎
兵

衛
か
ら
九
代
目
の
石
松
伴
蔵
、
十
代
目
石
松
伴
六
、
十
一
代
目
の
石
松
要
一
な

ど
石
松
家
累
代
の
墓
や
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
石
松
家

三
百
年
祭
」
の
記
念
碑
「
徳
重
石
松
家
祖
先
之
碑
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
重

正
雄
の
墓
碑
は
さ
ら
に
丘
の
上
段
部
に
あ
り
、
墓
碑
に
は
「
徳
重
正
雄
墓
、
明

治
廿
年
三
月
十
一
日
庁
下
没
、
福
岡
県
議
会
議
員
有
志
中
建
之
」
と
あ
り
、
福

岡
県
議
会
議
員
の
有
志
で
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
石
松

家
文
書
」
の
中
に
、「
故
徳
重
正
雄
建
墓
費
義
捐
者
人
名
簿
（
明
治
廿
年
十
二
月
）」

と
い
う
墓
碑
建
立
の
発
起
人
や
義
捐
金
に
関
す
る
資
料
が
残
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
伊
豆
凡
夫
の
徳
重
正
雄
の
追
悼

文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
が
彼
の
人
生
を
集
約
し
て
い
る
の
で
以
下
、
一
部

引
用
す
る
。

「
君
を
し
て
長
寿
な
ら
し
め
ん
乎
。
世
豈
君
を
要
し
て
立
た
し
む
る
の
時
な
か

ら
ん
や
（
中
略
）
天
道
是
乎
非
乎
。
何
ぞ
有
為
の
士
に
幸
ひ
せ
ざ
る
の
酷
（
甚
）

だ
し
き
や
」「
余
は
我
郷
の
、
徳
重
君
を
妄
評
す
る
人
に
告
げ
ん
と
す
。
成
敗
を

以
て
人
を
論
ず
べ
か
ら
ず
、
之
を
古
今
の
歴
史
に
徴
せ
よ
。
志
士
皆
悉
く
成
効

（
功
）
を
期
す
る
に
能
は
ず
、
偉
人
必
し
も
大
名
を
為
さ
ず
」
と
徳
重
正
雄
の
夭

折
を
惜
し
ん
で
い
る
。

　

徳
重
正
雄
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
に
薫
陶
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
海
外
留
学
し
て
世
界
を
経
験
し
、
日
本
を
見
つ
め
直
し
た

国
際
人
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
渡
欧
し
、
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
に
留
学
し
た
鞍
手
郡
出
身
の
医
師
赤
星
研
造
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
郷
土
宗
像
の
家
族
や
未
来
を
思
い
、
経
世
済
民
（
経
国
済
民
）
の
志

を
胸
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
た
志
士
が
宗
像
に
も
い
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
。
こ
の
機
会
に
徳
重
正
雄
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

頂
き
、
彼
の
生
き
様
や
人
物
像
、
そ
の
志
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
徳
重

正
雄
や
石
松
家
の
歴
史
や
歴
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
宗
像
地
域
の
近
世
・
近
代

を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

徳
重
正
雄
に
つ
い
て
の
資
料
や
情
報
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
教
示
、
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
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岡
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５
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重
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（
令
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ロ
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岡
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内
容
・
資
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た
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調
査
・
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
事
務
局
、
宗
像
市
文
化

財
課
、
宗
像
高
校
四
塚
会
館
、
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
、
公
益
財
団
法
人
西
郷
南
洲

顕
彰
会
（
西
郷
南
洲
顕
彰
館
）
、
そ
し
て
石
松
孝
義
様
・
シ
ノ
ブ
様
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、

石
松
家
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

徳
重
正
雄
・
石
松
家
と
の
ご
縁
と
学
恩

に
感
謝
し
、

改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
た
け
が
わ
か
つ
ゆ
き　

近
世
部
会
）
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は
じ
め
に

　

現
在
、
私
は
『
新
修
宗
像
市
史
』
の
近
世
部
会
長
と
し
て
、
筑
前
国
福
岡
藩

領
で
あ
っ
た
宗
像
の
幕
末
維
新
期
の
歴
史
や
、
宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
の
志
士
に

つ
い
て
、
彼
ら
の
書
簡
や
日
記
な
ど
の
古
文
書
・
記
録
史
料
や
、
宗
像
地
域
の

郷
土
資
料
・
文
献
資
料
を
紐
解
き
、『
新
修
宗
像
市
史
』
通
史
編
執
筆
の
た
め
に

調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

　

宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
維
新
期
の
志
士
と
し
て
は
、
遠
賀
郡
虫
生
津
村
出
身

で
、
吉
留
村
（
現
・
宗
像
市
吉
武
地
区
）
の
医
師
で
も
あ
っ
た
早
川
勇
（
養

敬
）
が
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
早
川
勇
は
月
形
洗
蔵
や
加
藤
司
書
ら
福
岡
藩

の
勤
王
の
志
士
（
筑
前
勤
王
党
）
の
同
志
や
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
（
当
時
は

大
島
三
右
衛
門
・
大
島
吉
之
助
、
西
郷
吉
之
助
）
、
中
岡
慎
太
郎
（
早
川
勇
の

従
僕
の
筑
前
人
・
寺
石
貫
夫
と
変
名
、
石
川
誠
之
助
や
大
山
彦
太
郎
と
も
）
ら

と
交
流
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
、
五
卿
の
西
遷
（
筑
前
移
転
）
や
薩
長
和
解
の

周
旋
に
尽
力
し
た
。
ま
た
新
選
組
の
一
員
で
、
土
方
歳
三
を
供
養
し
た
と
い
う

鐘
崎
出
身
の
立
川
主
税
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

唐
津
街
道
赤
間
宿
に
は
、
薩
摩
藩
の
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
や
西
郷
隆
盛
、

加
藤
司
書
、
中
岡
慎
太
郎
、
河
井
継
之
助
ら
多
く
の
志
士
達
が
往
来
し
た
。
特

に
、
西
郷
隆
盛
は
元
治
元
年
～
元
治
二
＝
慶
応
元
年
に
か
け
て
、
第
一
次
長
州

征
討
や
五
卿
の
筑
前
移
転
の
周
旋
に
際
し
、
赤
間
宿
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
世
界
遺
産
の
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
一

つ
・
宗
像
大
社
中
津
宮
、
沖
津
宮
遙
拝
所
の
あ
る
筑
前
大
島
（
現
・
宗
像
市
）

に
は
、
西
郷
隆
盛
の
同
志
で
あ
っ
た
福
岡
藩
の
勤
王
の
志
士
・
平
野
国
臣
が
宗

像
大
社
沖
津
宮
の
普
請
方
で
赴
任
し
て
い
た
り
、
お
由
良
騒
動
で
脱
藩
し
た
元

薩
摩
藩
士
で
平
野
国
臣
や
西
郷
隆
盛
と
も
親
交
の
深
か
っ
た
北
条
右
門
（
木
村

仲
之
丞
、
後
に
村
山
松
根
、
村
山
下
総
）
や
工
藤
左
門
（
諏
訪
神
社
の
神
官
、

井
上
出
雲
守
正
徳
、
後
に
藤
井
良
節
）
ら
が
潜
伏
し
た
り
、
坂
本
龍
馬
や
中
岡

慎
太
郎
ら
が
船
で
寄
港
し
、
立
ち
寄
っ
た
伝
承
も
あ
る
。

　

今
回
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
、
三
条
実
美
公
ら
五
卿
と
も
交
流
の
あ
っ
た
、

幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士
、
ま
た
明
治
期
以
降
は
、
宗
像
郡
か
ら
の
最
初
の

海
外
留
学
者
、
福
岡
県
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
、
徳
重
村
・
石
松
家
出
身
の
徳

重
正
雄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
徳
重
正
雄
に
つ
い
て

　

筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像
郡
徳
重
村
（
現
・
宗
像
市
徳
重
）
出
身
の
幕
末
維

新
期
の
志
士　

徳
重
正
雄
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
「
草
莽
の
志
士
」
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

彼
の
履
歴
・
事
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
は
『
宗
像
郡
誌
』
上
巻
の
「
履
歴
書
」

や
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
、
宗
像
出
身
の
陸
軍
少
将
・
伊
豆
凡
夫
に
よ

る
追
悼
文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
（
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
）
、
上
妻
国
男

『
宗
像
人
物
風
土
記
』
、
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
・
石
瀧
豊
美
の
玄
洋
社
の

研
究
（
「
草
莽
の
留
学
」
）
な
ど
の
文
献
資
料
に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
の
文
献
資
料

に
よ
れ
ば
、
徳
重
正
雄
は
元
の
姓
を
石
松
と
い
い
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

三
月
三
日
に
生
ま
れ
た
。
徳
重
村
の
庄
屋
・
大
庄
屋
を
務
め
た
石
松
家
・
石
松

伴
六
（
休
蔵
）
の
嫡
子
で
、
三
蔵
、
三
郎
平
、
泰
次
郎
、
正
巳
と
称
し
た
。

　

徳
重
正
雄
は
、
幼
少
時
よ
り
向
学
心
が
強
く
、
習
字
・
手
習
い
や
四
書
の
素

読
な
ど
学
問
の
素
養
が
あ
り
、
旧
福
岡
藩
士
の
源
蔵
の
四
書
五
経
の
講
義
を
聴

き
、
皇
漢
大
部
（
和
漢
、
日
本
や
中
国
）
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
ま
た
福
岡
藩
の

勤
王
の
志
士
、
月
形
洗
蔵
や
早
川
勇
に
国
学
や
国
史
、
漢
詩
・
漢
文
学
な
ど
の

学
問
の
薫
陶
を
受
け
、
桜
田
門
外
の
変
を
知
っ
て
天
下
国
家
の
時
勢
や
国
事
周

旋
に
目
覚
め
、
勤
王
の
志
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
日
田
の
私
塾
・
咸
宜
園
に
も

入
門
し
、
天
下
の
志
士
と
も
交
流
し
た
と
い
う
。
早
川
勇
の
日
記
に
は
「
今
日

も
徳
重
に
行
き
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
徳
重
の
石
松
家
に
も
志
士
の
往
来
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
国
事
周
旋
に
向
け
て
の
談
義
も
行
わ
れ
、
徳
重
正
雄
も
次
第

に
感
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
十
七
歳
の
若
さ
で
徳
重
村
庄
屋
役
を
務
め
、
翌

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
依
願
退
職
し
た
が
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
は

赤
間
村
庄
屋
役
を
命
じ
ら
れ
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
八
月
ま
で
奉
職
し
て

い
る
。

　

若
き
日
の
徳
重
正
雄
（
当
時
は
二
十
歳
で
、
石
松
泰
次
郎
）
は
、
赤
間
や
太

宰
府
に
滞
在
し
た
五
卿
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。
元
治
二
（
一
八
六
五
、

慶
応
元
）
年
一
月
～
二
月
、
赤
間
の
御
茶
屋
に
滞
在
し
た
五
卿
の
給
仕
役
と
し

て
父
伴
六
と
共
に
召
し
出
さ
れ
て
一
首
の
和
歌
に
感
懐
を
託
し
、
三
条
実
美
公

に
勤
王
の
志
を
披
歴
し
た
と
い
う
。
後
日
、
太
宰
府
に
移
転
し
た
三
条
実
美
公

よ
り
御
礼
に
絹
布
に
書
い
て
贈
ら
れ
た
和
歌
「
如
何
に
し
て
筑
紫
の
海
に
寄
る

波
の
千
重
の
一
重
に
君
に
つ
く
す
ぞ
」
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
間
に
、
五
卿

や
早
川
勇
を
通
じ
て
、
五
卿
の
西
遷
の
周
旋
の
た
め
筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像

赤
間
宿
や
太
宰
府
な
ど
を
訪
れ
て
い
た
西
郷
隆
盛
に
出
会
い
、
知
遇
を
得
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

父
伴
六
は
、
嫡
子
で
一
人
息
子
の
徳
重
正
雄
の
出
歩
き
や
出
奔
を
引
き
止
め

よ
う
と
勝
浦
村
の
名
家
・
松
ケ
屋
か
ら
嫁
ヤ
ス
を
娶
っ
た
が
、
二
人
に
実
子
は

な
く
、
妻
ヤ
ス
は
夫
が
留
守
で
不
在
の
間
も
両
親
に
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

「
結
婚
し
て
も
自
分
は
い
つ
ど
こ
で
殺
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
徳
重
正

雄
の
申
し
出
で
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
正
雄
の
妹
、
娘
の
ハ
ル
に
遠
賀
郡

出
身
の
筋
田
要
一
を
婿
養
子
に
迎
え
世
継
ぎ
と
し
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
に
徳
重
村
の
庄
屋
役
を
務
め
、
以
来
戸
長
や
村
会
議
員
、
県
議
会
議
員
な
ど

役
職
を
歴
任
し
、
後
の
初
代
赤
間
町
長
に
な
っ
た
石
松
要
一
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
後
は
、
そ
の
志
の
ま
ま
に
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
福
岡
藩

を
脱
藩
（
出
奔
）
し
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
に
遊
学
し
、
西
郷
隆
盛
の
紹
介

も
あ
っ
て
藩
校
造
士
館
の
漢
学
寮
に
入
学
し
た
。
徳
重
に
改
名
し
た
の
は
鹿
児

島
へ
遊
学
し
た
頃
で
、『
宗
像
人
物
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
の
徳
重
神
社

に
参
詣
し
た
際
に
、
郷
里
と
同
じ
名
前
の
神
社
に
望
郷
の
念
を
禁
じ
が
た
く
石

松
姓
か
ら
徳
重
姓
へ
改
め
、
徳
重
泰
次
郎
、
後
に
徳
重
正
巳
、
そ
し
て
徳
重
正

雄
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。

　

彼
の
父
伴
六
宛
て
の
手
紙
・
書
簡
類
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
遊
学
中
は
、
早
川

勇
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
西
郷
隆
盛
や
大
山
綱
良
（
格
之
助
）
ら
薩
摩
藩
士
と

交
遊
を
深
め
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
か
ら
学
費
や
生
活
費
を
支
給
さ
れ
優
遇

を
受
け
た
と
い
う
。
二
人
の
親
交
の
証
と
し
て
、
徳
重
正
雄
に
は
、
西
郷
隆
盛

と
大
山
綱
良
か
ら
送
ら
れ
た
掛
軸
（
石
松
家
に
所
蔵
か
）
が
あ
り
、
毎
朝
起
伏

す
る
部
屋
に
掛
け
て
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
（
伊
豆
凡
夫
の
追
悼
文

「
徳

重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
）
。

　

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
福
岡
藩
に
脱
藩
（
出
奔
）
の
罪
を
許
さ
れ
、
福
岡

藩
の
藩
費
で
東
京
遊
学
の
た
め
上
京
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
外
国
語
専

門
学
校
に
入
学
し
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
私
費

で
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ド
ル
ベ
ル
ク
に
留
学
、
経
済
学
者
（
経
済
学
博
士
）
の
レ
ッ

チ
ン
ゲ
ル
（
レ
ッ
ホ
ニ
ゲ
ル
と
も
）
の
塾
に
入
り
簿
記
や
財
政
学
、
経
済
学
（
経

論
学
）
な
ど
実
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど

欧
州
各
地
を
巡
遊
し
た
。

　

徳
重
正
雄
の
留
学
先
か
ら
家
族
石
松
家
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙･
書
簡
類
（
「
石

松
家
文
書
・
明
治
七
年
正
月
一
日
・
正
月
二
日
認
」
）
に
は
、
「
御
区
内
（
宗
像
）

ニ
テ
ハ
鶏
卵
日
本
ニ
テ
有
名
之
地
ト
歟
。
一
軒
ニ
付
、
鶏
壱
番
（
ツ
ガ
イ
）
ヲ

増
飼
ニ
テ
モ
三
四
千
ハ
相
増
可
申
右
一
番
一
年
ニ
壱
両
ノ
鶏
卵
代
ヲ
得
ル
時
ハ

則
二
千
両
ノ
益
ナ
リ
右
之
売
捌
ニ
付
鶏
卵
会
所
ノ
如
キ
物
決
テ
益
ト
ナ
ラ
ズ
」

な
ど
、
宗
像
郡
の
特
産
物
・
鶏
卵
（
宗
像
卵
）
の
旧
式
の
商
人
に
よ
る
鶏
卵
会

所
方
式
を
や
め
て
養
鶏
業
・
流
通
の
近
代
化
、
鶏
卵
の
増
産
に
よ
る
利
益
の
拡

大
、
経
済
の
地
域
活
性
化
を
図
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
茶
、
養
蚕
、

蝋
な
ど
日
本
か
ら
の
輸
出
品
の
増
大
、
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）
や
羅
紗
（
ラ
シ
ャ
）

な
ど
輸
入
品
の
国
内
生
産
の
勃
興
・
拡
大
、
筑
前
米
の
酒
生
産
加
工
へ
の
転
用

に
よ
る
筑
前
や
宗
像
の
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
日
本
の
貿
易
や
産
業
、
地
域

経
済
に
関
す
る
提
案
や
、
「
産
物
・
器
械
・
財
金
の
う
ち
、
国
や
郡
、
町
村
単

位
で
の
人
口
や
産
物
の
繁
殖
が
肝
要
で
あ
る
」
や
「
器
械
人
業
（
工
業
化
）
の

勃
興
が
肝
要
」
な
ど
の
記
述
も
あ
り
、
彼
が
留
学
で
学
ん
だ
経
済
学
的
な
見
地
、

近
代
的
な
富
国
論
や
殖
産
興
業
に
対
す
る
具
体
的
な
提
案
・
意
見
を
述
べ
て
い

る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

た
だ
留
学
中
に
病
弱
に
な
り
、
志
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
七
月
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
秋
月
の
乱
、
西
南
戦
争
な
ど
ち
ょ
う
ど
士
族

反
乱
の
最
中
で
、
西
南
戦
争
の
際
は
、
西
郷
へ
の
恩
義
も
あ
り
病
身
な
が
ら
恩

返
し
の
た
め
、
頭
山
満
・
箱
田
六
輔
と
玄
洋
社
の
三
傑
と
う
た
わ
れ
た
平
岡
浩

太
郎
ら
同
志
と
図
っ
て
西
郷
軍
へ
の
応
援
も
計
画
し
た
り
、
福
岡
の
変
に
参
画

し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
計
画
が
露
見
し
、
官
軍
の
追
っ
手
を
逃
れ
、
大
阪
の

実
業
家
の
大
三
輪
長
兵
衛
に
匿
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
大
阪
で
大
三
輪
長
兵
衛
が
発
起
人
と
し
て
手

掛
け
た
大
阪
第
五
十
八
国
立
銀
行
の
設
立
・
開
業
に
際
し
取
締
役
と
し
て
携
わ

り
、
資
本
金
の
内
六
万
円
を
福
岡
県
で
募
集
す
る
な
ど
大
い
に
実
績
を
あ
げ
、

同
年
十
一
月
の
開
業
か
ら
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
ま
で
博
多
支
店
の
事
務

を
総
括
し
た
。
ま
た
、
先
述
の
石
瀧
豊
美
氏
の
玄
洋
社
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
明

治
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
条
約
改
正
論
を
唱
え
た
有
志
会
議
「
筑
前
共
愛
会
」

に
も
参
画
し
、
同
郷
で
宗
像
大
社
の
神
官
を
務
め
「
博
多
新
聞
」
を
発
行
し
て

い
た
松
田
敏
足
と
共
に
、
会
議
へ
の
参
加
を
勧
誘
す
る
た
め
筑
前
の
各
郡
を
周

り
、
遊
説
し
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
か
ら
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
か
け
て
、
明
治
政
府
の
官

僚
で
あ
っ
た
早
川
勇
の
庇
護
を
受
け
東
京
府
京
橋
区
三
十
間
堀
の
早
川
勇
宅
に

寄
寓
し
、
東
京
、
箱
根
や
熱
海
な
ど
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

同
郷
で
後
の
陸
軍
少
将
の
伊
豆
凡
夫
の
士
官
学
校
の
入
学
に
際
し
、
身
元
保
証

引
受
人
に
な
っ
た
の
も
徳
重
正
雄
で
あ
っ
た
。
ま
た
療
養
期
間
中
の
明
治
十
六

（
一
八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
『
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
註
釈
』
な

ど
が
あ
る
。
著
書
奥
付
に
は
「
早
川
勇
方
寄
留
」
と
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
八
月
に
故
郷
の
宗
像
に
戻
り
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に

は
宗
像
郡
よ
り
福
岡
県
議
会
議
員
に
も
選
出
さ
れ
、
福
岡
県
庁
よ
り
衛
生
会
委

員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
三
月
十
一
日
、
療
養
の
甲
斐
も
な
く
、
福
岡
市

内
の
病
院
の
一
室
で
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

（
２
）
徳
重
正
雄
の
関
係
資
料

　

徳
重
正
雄
に
関
し
て
は
、
徳
重
村
庄
屋
家
の
石
松
家
伝
来
の
古
文
書
「
石
松

家
文
書
」
（
石
松
家
所
蔵
、
市
史
編
さ
ん
室
に
マ
イ
ク
ロ
・
紙
焼
き
資
料
所
蔵
）

に
残
る
徳
重
正
雄
が
留
学
先
か
ら
家
族
・
石
松
家
に
宛
て
た
手
紙･

書
簡
類
の

他
に
、
福
岡
県
立
宗
像
高
校
の
資
料
館
（
四
塚
会
館
）
に
は
彼
の
海
外
留
学
時

代
の
記
録
（
「
徳
重
泰
次
郎
書
簡
：
英
国
龍
動
＝
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
訪
英
報
告
」
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
『
宗
像
郡
誌
』
上
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は

あ
る
が
、
徳
重
正
雄
が
福
岡
藩
を
脱
藩
後
、
鹿
児
島
遊
学
時
代
の
頃
の
時
期
と

思
わ
れ
る
徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
の
関
係
を
示
す
典
拠
史
料
「
徳
重
正
雄
書
簡

（
年
不
詳
正
月
三
日
付
、
明
治
二
～
三
年
頃
か
）
」
を
以
下
、

紹
介
す
る
。

「
徳
重
正
雄
書
簡
」
（
『
宗
像
郡
誌
』
上
編　

六
一
四
～
六
一
五
頁
、
原
本
は

徳
重
村
「
石
松
家
文
書
」
）

　
　

春
賀
芽
出
度
申
上
納
候
。
擧
家
御
揃
、
益
御
安
康
奉
敬
賀
候
、
陳
者
私
儀
、

去
十
月
朔
日
肥
後
熊
本
ニ
而
、
市
二
郎
と
相
別
れ
、
七
日
當
藩
着
、
爾
後

西
郷
吉
之
助
君
相
訪
、
段
々
懇
情
を
蒙
候
末
、
漢
學
寮
え
入
門
い
た
し
度
、

依
頼
仕
置
候
處
、
同
廿
二
日
許
容
ニ
相
成
、
直
ニ
入
寮
仕
、
都
講
久
木
山

泰
蔵
と
申
仁
よ
り
、
被
申
談
候
ニ
者
、
私
篤
志
之
次
第
被
相
感
趣
ニ
而
、

滞
塾
中
賄
を
初
、
夜
具
油
火
等
迄
、
政
府
よ
り
御
仕
度
被
下
候
旨
ニ
付
、

余
程
辞
退
も
仕
候
得
共
、
押
而
断
ニ
及
候
而
ハ
却
而
不
敬
と
存
、
其
儘
相

受
居
候
内
ニ
も
、
不
束
之
身
分
、
痛
入
仕
合
、
畢
竟
是
と
申
も
、
西
郷
氏

之
厚
誼
、
且
藩
法
遊
士
を
被
相
待
之
厚
、
實
ニ
感
銘
之
至
ニ
奉
存
候
。
其

刻
迄
ハ
、
佐
賀
熊
本
両
藩
遊
學
生
四
人
、
余
ハ
當
藩
之
人
斗
と
同
居
仕
居

候
處
、
舊
（
旧
）
蝋
初
旬
よ
り
、
本
藩
遊
學
生
六
人
出
浮
之
内
、
両
人
當

局
え
入
寮
被
致
、
何
れ
も
親
睦
ニ
相
交
、
専
ら
勤
學
、
間
ニ
者
参
政
桂
四

　
　

郎
、
黒
田
嘉
納
、
大
監
察
大
山
格
之
助
君
抔
と
申
人
を
初
、
其
外
有
名
之

仁
等
、
相
尋
候
而
、
議
論
等
拝
承
い
た
し
、
至
而
健
ニ
消
光
仕
居
候
間
、

乍
憚
御
氣
易
ニ
御
思
召
可
被
為
下
候
。

　
　

一
、
當
藩
政
体
変
革
上
向
、
所
謂
日
新
之
模
様
、
就
中
も
大
事
件
ハ
、
門

閥
廃
と
申
、
万
石
已
上
御
家
門
を
初
、
諸
大
身
不
残
千
五
百
石
已
下
ニ
被

致
減
録
（
禄
）
、
陪
臣
等
も
士
族
ニ
取
立
ニ
相
成
、
貴
賤
之
無
差
別
、
人

才
ニ
応
し
、
登
用
ニ
相
成
候
間
、
只
今
ニ
而
ハ
家
柄
故
就
官
之
人
抔
ハ
、

壹
人
も
無
之
趣
、
且
又
廃
佛
論
ニ
而
、
国
中
寺
塔
抔
、
無
残
廃
毀
、
法
師

等
も
還
俗
い
た
し
候
。
就
而
ハ
百
姓
町
人
ニ
至
迄
、
總
而
神
祭
葬
之
式
、

取
用
候
趣
、
其
外
製
鉄
所
、
火
薬
局
等
、
何
れ
も
高
大
之
仕
搆
、
實
ニ
感

嘆
驚
目
、
都
合
ニ
御
座
候
。
先
者
右
之
段
安
否
為
御
知
申
上
置
候
條
、
必

御
氣
遣
不
被
為
下
、
節
角
御
自
重
之
程
、
奉
願
上
候
。
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
子
嶋
藩
（
鹿
児
島
藩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
三
郎
平
事　

徳
重
正
巳
（
正
雄
）

　
　
　
　

正
月
三
日

　
　
　

石
松
休
蔵
様　

〇
伴
六

（
３
）
徳
重
村
・
石
松
家
墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
に
つ
い
て

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
四
日
（
水
）
に
、
石
松
家
（
石
松
孝
義
様
の

奥
様
石
松
シ
ノ
ブ
様
）
の
ご
案
内
で
、
宗
像
市
史
編
さ
ん
事
務
局
・
花
田
事
務

局
長
・
判
田
さ
ん
と
文
化
財
課
山
田
さ
ん
の
立
会
の
下
、
徳
重
地
区
の
石
松
家

墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
の
現
地
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

　

石
松
家
の
墓
地
は
、
徳
重
地
区
の
丘
陵
地
で
、
太
閤
水
伝
説
も
あ
る
古
い
井

戸
跡
が
残
る
柳
井
尺
に
か
つ
て
あ
っ
た
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
寺
院
・
宝
松
院
の
跡

地
に
あ
る
。
宝
松
院
は
石
松
家
の
祖
先
・
石
松
三
郎
兵
衛
が
寛
永
年
間
に
開
基

し
た
寺
院
で
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
石
松
家
は
戦
国
時
代

に
は
宗
像
地
域
を
支
配
し
た
宗
像
氏
に
仕
え
た
武
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
期
は
、
徳
重
村
の
庄
屋
役
（
初
期
は
触
口
）
を
務
め
た
初
代
石
松
三
郎
兵

衛
か
ら
九
代
目
の
石
松
伴
蔵
、
十
代
目
石
松
伴
六
、
十
一
代
目
の
石
松
要
一
な

ど
石
松
家
累
代
の
墓
や
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
石
松
家

三
百
年
祭
」
の
記
念
碑
「
徳
重
石
松
家
祖
先
之
碑
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
重

正
雄
の
墓
碑
は
さ
ら
に
丘
の
上
段
部
に
あ
り
、
墓
碑
に
は
「
徳
重
正
雄
墓
、
明

治
廿
年
三
月
十
一
日
庁
下
没
、
福
岡
県
議
会
議
員
有
志
中
建
之
」
と
あ
り
、
福

岡
県
議
会
議
員
の
有
志
で
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
石
松

家
文
書
」
の
中
に
、「
故
徳
重
正
雄
建
墓
費
義
捐
者
人
名
簿
（
明
治
廿
年
十
二
月
）」

と
い
う
墓
碑
建
立
の
発
起
人
や
義
捐
金
に
関
す
る
資
料
が
残
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
伊
豆
凡
夫
の
徳
重
正
雄
の
追
悼

文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
が
彼
の
人
生
を
集
約
し
て
い
る
の
で
以
下
、
一
部

引
用
す
る
。

「
君
を
し
て
長
寿
な
ら
し
め
ん
乎
。
世
豈
君
を
要
し
て
立
た
し
む
る
の
時
な
か

ら
ん
や
（
中
略
）
天
道
是
乎
非
乎
。
何
ぞ
有
為
の
士
に
幸
ひ
せ
ざ
る
の
酷
（
甚
）

だ
し
き
や
」「
余
は
我
郷
の
、
徳
重
君
を
妄
評
す
る
人
に
告
げ
ん
と
す
。
成
敗
を

以
て
人
を
論
ず
べ
か
ら
ず
、
之
を
古
今
の
歴
史
に
徴
せ
よ
。
志
士
皆
悉
く
成
効

（
功
）
を
期
す
る
に
能
は
ず
、
偉
人
必
し
も
大
名
を
為
さ
ず
」
と
徳
重
正
雄
の
夭

折
を
惜
し
ん
で
い
る
。

　

徳
重
正
雄
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
に
薫
陶
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
海
外
留
学
し
て
世
界
を
経
験
し
、
日
本
を
見
つ
め
直
し
た

国
際
人
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
渡
欧
し
、
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
に
留
学
し
た
鞍
手
郡
出
身
の
医
師
赤
星
研
造
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
郷
土
宗
像
の
家
族
や
未
来
を
思
い
、
経
世
済
民
（
経
国
済
民
）
の
志

を
胸
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
た
志
士
が
宗
像
に
も
い
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
。
こ
の
機
会
に
徳
重
正
雄
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

頂
き
、
彼
の
生
き
様
や
人
物
像
、
そ
の
志
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
徳
重

正
雄
や
石
松
家
の
歴
史
や
歴
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
宗
像
地
域
の
近
世
・
近
代

を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

徳
重
正
雄
に
つ
い
て
の
資
料
や
情
報
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
教
示
、
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
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学
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史
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史
研
究
会
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〇
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四
年

石
瀧
豊
美
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発
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も
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ひ
と
つ
の
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民
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』
西
日
本
新
聞
社
、
一
九

九
七
年

石
瀧
豊
美
『
玄
洋
社　

封
印
さ
れ
た
実
像
』
海
鳥
社
、
二
〇
一
〇
年

葦
津
泰
国
『
大
三
輪
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兵
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の
生
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維
新
の
精
神
の
夢
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か
け
て
』
葦
津
事
務

所
、
二
〇
〇
八
年

ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
誌
編
纂
委
員
会
編
『
ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
誌
９　

福
岡
県
の
幕

末
維
新
』
海
鳥
社
、
二
〇
一
五
年

（
付
記
）

　

本
稿
は
、
竹
川
克
幸
「
時
間
旅
行
ム
ナ
カ
タ
第
81
回　

幕
末
維
新
期
の
宗
像
と
志
士

早
川
勇
と
徳
重
正
雄
」
（
『
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
№
３
５
４
』
、
二
〇
一
七
年
十
二

月
十
五
日
号
）
、
同
「
時
間
旅
行
ム
ナ
カ
タ
�
�
�
�
№
11　

幕
末
維
新
期
の
宗
像
と
志

士

続

早
川
勇
・
徳
重
正
雄
と
志
士
た
ち
の
邂
逅
（
か
い
こ
う
）
」（
二
〇
二
〇
年
二
月
）
、

竹
川
克
幸
「
幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士　

徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
」
『
敬
天
愛
人
』

第
37
号
（
公
益
財
団
法
人
西
郷
南
洲
顕
彰
会
、
二
〇
一
九
年
）
及
び
、
令
和
元
年
度　

福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
・
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
「
福
岡
の
文
化
を
創
っ
た
国
際

人
た
ち
」
第
５
回
「
宗
像
の
国
際
人　

徳
重
正
雄
」
（
令
和
元
年
九
月
十
九
日
、
ア
ク

ロ
ス
福
岡
）
の
講
演
内
容
・
資
料
を
基
に
執
筆
し
た
。

　

調
査
・
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
事
務
局
、
宗
像
市
文
化

財
課
、
宗
像
高
校
四
塚
会
館
、
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
、
公
益
財
団
法
人
西
郷
南
洲

顕
彰
会
（
西
郷
南
洲
顕
彰
館
）
、
そ
し
て
石
松
孝
義
様
・
シ
ノ
ブ
様
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、

石
松
家
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

徳
重
正
雄
・
石
松
家
と
の
ご
縁
と
学
恩

に
感
謝
し
、

改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
た
け
が
わ
か
つ
ゆ
き　

近
世
部
会
）
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は
じ
め
に

　

現
在
、
私
は
『
新
修
宗
像
市
史
』
の
近
世
部
会
長
と
し
て
、
筑
前
国
福
岡
藩

領
で
あ
っ
た
宗
像
の
幕
末
維
新
期
の
歴
史
や
、
宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
の
志
士
に

つ
い
て
、
彼
ら
の
書
簡
や
日
記
な
ど
の
古
文
書
・
記
録
史
料
や
、
宗
像
地
域
の

郷
土
資
料
・
文
献
資
料
を
紐
解
き
、『
新
修
宗
像
市
史
』
通
史
編
執
筆
の
た
め
に

調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

　

宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
維
新
期
の
志
士
と
し
て
は
、
遠
賀
郡
虫
生
津
村
出
身

で
、
吉
留
村
（
現
・
宗
像
市
吉
武
地
区
）
の
医
師
で
も
あ
っ
た
早
川
勇
（
養

敬
）
が
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
早
川
勇
は
月
形
洗
蔵
や
加
藤
司
書
ら
福
岡
藩

の
勤
王
の
志
士
（
筑
前
勤
王
党
）
の
同
志
や
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
（
当
時
は

大
島
三
右
衛
門
・
大
島
吉
之
助
、
西
郷
吉
之
助
）
、
中
岡
慎
太
郎
（
早
川
勇
の

従
僕
の
筑
前
人
・
寺
石
貫
夫
と
変
名
、
石
川
誠
之
助
や
大
山
彦
太
郎
と
も
）
ら

と
交
流
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
、
五
卿
の
西
遷
（
筑
前
移
転
）
や
薩
長
和
解
の

周
旋
に
尽
力
し
た
。
ま
た
新
選
組
の
一
員
で
、
土
方
歳
三
を
供
養
し
た
と
い
う

鐘
崎
出
身
の
立
川
主
税
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

唐
津
街
道
赤
間
宿
に
は
、
薩
摩
藩
の
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
や
西
郷
隆
盛
、

加
藤
司
書
、
中
岡
慎
太
郎
、
河
井
継
之
助
ら
多
く
の
志
士
達
が
往
来
し
た
。
特

に
、
西
郷
隆
盛
は
元
治
元
年
～
元
治
二
＝
慶
応
元
年
に
か
け
て
、
第
一
次
長
州

征
討
や
五
卿
の
筑
前
移
転
の
周
旋
に
際
し
、
赤
間
宿
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
世
界
遺
産
の
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
一

つ
・
宗
像
大
社
中
津
宮
、
沖
津
宮
遙
拝
所
の
あ
る
筑
前
大
島
（
現
・
宗
像
市
）

に
は
、
西
郷
隆
盛
の
同
志
で
あ
っ
た
福
岡
藩
の
勤
王
の
志
士
・
平
野
国
臣
が
宗

像
大
社
沖
津
宮
の
普
請
方
で
赴
任
し
て
い
た
り
、
お
由
良
騒
動
で
脱
藩
し
た
元

薩
摩
藩
士
で
平
野
国
臣
や
西
郷
隆
盛
と
も
親
交
の
深
か
っ
た
北
条
右
門
（
木
村

仲
之
丞
、
後
に
村
山
松
根
、
村
山
下
総
）
や
工
藤
左
門
（
諏
訪
神
社
の
神
官
、

井
上
出
雲
守
正
徳
、
後
に
藤
井
良
節
）
ら
が
潜
伏
し
た
り
、
坂
本
龍
馬
や
中
岡

慎
太
郎
ら
が
船
で
寄
港
し
、
立
ち
寄
っ
た
伝
承
も
あ
る
。

　

今
回
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
、
三
条
実
美
公
ら
五
卿
と
も
交
流
の
あ
っ
た
、

幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士
、
ま
た
明
治
期
以
降
は
、
宗
像
郡
か
ら
の
最
初
の

海
外
留
学
者
、
福
岡
県
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
、
徳
重
村
・
石
松
家
出
身
の
徳

重
正
雄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
徳
重
正
雄
に
つ
い
て

　

筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像
郡
徳
重
村
（
現
・
宗
像
市
徳
重
）
出
身
の
幕
末
維

新
期
の
志
士　

徳
重
正
雄
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
「
草
莽
の
志
士
」
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

彼
の
履
歴
・
事
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
は
『
宗
像
郡
誌
』
上
巻
の
「
履
歴
書
」

や
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
、
宗
像
出
身
の
陸
軍
少
将
・
伊
豆
凡
夫
に
よ

る
追
悼
文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
（
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
）
、
上
妻
国
男

『
宗
像
人
物
風
土
記
』
、
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
・
石
瀧
豊
美
の
玄
洋
社
の

研
究
（
「
草
莽
の
留
学
」
）
な
ど
の
文
献
資
料
に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
の
文
献
資
料

に
よ
れ
ば
、
徳
重
正
雄
は
元
の
姓
を
石
松
と
い
い
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

三
月
三
日
に
生
ま
れ
た
。
徳
重
村
の
庄
屋
・
大
庄
屋
を
務
め
た
石
松
家
・
石
松

伴
六
（
休
蔵
）
の
嫡
子
で
、
三
蔵
、
三
郎
平
、
泰
次
郎
、
正
巳
と
称
し
た
。

　

徳
重
正
雄
は
、
幼
少
時
よ
り
向
学
心
が
強
く
、
習
字
・
手
習
い
や
四
書
の
素

読
な
ど
学
問
の
素
養
が
あ
り
、
旧
福
岡
藩
士
の
源
蔵
の
四
書
五
経
の
講
義
を
聴

き
、
皇
漢
大
部
（
和
漢
、
日
本
や
中
国
）
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
ま
た
福
岡
藩
の

勤
王
の
志
士
、
月
形
洗
蔵
や
早
川
勇
に
国
学
や
国
史
、
漢
詩
・
漢
文
学
な
ど
の

学
問
の
薫
陶
を
受
け
、
桜
田
門
外
の
変
を
知
っ
て
天
下
国
家
の
時
勢
や
国
事
周

旋
に
目
覚
め
、
勤
王
の
志
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
日
田
の
私
塾
・
咸
宜
園
に
も

入
門
し
、
天
下
の
志
士
と
も
交
流
し
た
と
い
う
。
早
川
勇
の
日
記
に
は
「
今
日

も
徳
重
に
行
き
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
徳
重
の
石
松
家
に
も
志
士
の
往
来
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
国
事
周
旋
に
向
け
て
の
談
義
も
行
わ
れ
、
徳
重
正
雄
も
次
第

に
感
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
十
七
歳
の
若
さ
で
徳
重
村
庄
屋
役
を
務
め
、
翌

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
依
願
退
職
し
た
が
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
は

赤
間
村
庄
屋
役
を
命
じ
ら
れ
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
八
月
ま
で
奉
職
し
て

い
る
。

　

若
き
日
の
徳
重
正
雄
（
当
時
は
二
十
歳
で
、
石
松
泰
次
郎
）
は
、
赤
間
や
太

宰
府
に
滞
在
し
た
五
卿
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。
元
治
二
（
一
八
六
五
、

慶
応
元
）
年
一
月
～
二
月
、
赤
間
の
御
茶
屋
に
滞
在
し
た
五
卿
の
給
仕
役
と
し

て
父
伴
六
と
共
に
召
し
出
さ
れ
て
一
首
の
和
歌
に
感
懐
を
託
し
、
三
条
実
美
公

に
勤
王
の
志
を
披
歴
し
た
と
い
う
。
後
日
、
太
宰
府
に
移
転
し
た
三
条
実
美
公

よ
り
御
礼
に
絹
布
に
書
い
て
贈
ら
れ
た
和
歌
「
如
何
に
し
て
筑
紫
の
海
に
寄
る

波
の
千
重
の
一
重
に
君
に
つ
く
す
ぞ
」
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
間
に
、
五
卿

や
早
川
勇
を
通
じ
て
、
五
卿
の
西
遷
の
周
旋
の
た
め
筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像

赤
間
宿
や
太
宰
府
な
ど
を
訪
れ
て
い
た
西
郷
隆
盛
に
出
会
い
、
知
遇
を
得
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

父
伴
六
は
、
嫡
子
で
一
人
息
子
の
徳
重
正
雄
の
出
歩
き
や
出
奔
を
引
き
止
め

よ
う
と
勝
浦
村
の
名
家
・
松
ケ
屋
か
ら
嫁
ヤ
ス
を
娶
っ
た
が
、
二
人
に
実
子
は

な
く
、
妻
ヤ
ス
は
夫
が
留
守
で
不
在
の
間
も
両
親
に
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

「
結
婚
し
て
も
自
分
は
い
つ
ど
こ
で
殺
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
徳
重
正

雄
の
申
し
出
で
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
正
雄
の
妹
、
娘
の
ハ
ル
に
遠
賀
郡

出
身
の
筋
田
要
一
を
婿
養
子
に
迎
え
世
継
ぎ
と
し
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
に
徳
重
村
の
庄
屋
役
を
務
め
、
以
来
戸
長
や
村
会
議
員
、
県
議
会
議
員
な
ど

役
職
を
歴
任
し
、
後
の
初
代
赤
間
町
長
に
な
っ
た
石
松
要
一
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
後
は
、
そ
の
志
の
ま
ま
に
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
福
岡
藩

を
脱
藩
（
出
奔
）
し
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
に
遊
学
し
、
西
郷
隆
盛
の
紹
介

も
あ
っ
て
藩
校
造
士
館
の
漢
学
寮
に
入
学
し
た
。
徳
重
に
改
名
し
た
の
は
鹿
児

島
へ
遊
学
し
た
頃
で
、『
宗
像
人
物
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
の
徳
重
神
社

に
参
詣
し
た
際
に
、
郷
里
と
同
じ
名
前
の
神
社
に
望
郷
の
念
を
禁
じ
が
た
く
石

松
姓
か
ら
徳
重
姓
へ
改
め
、
徳
重
泰
次
郎
、
後
に
徳
重
正
巳
、
そ
し
て
徳
重
正

雄
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。

　

彼
の
父
伴
六
宛
て
の
手
紙
・
書
簡
類
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
遊
学
中
は
、
早
川

勇
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
西
郷
隆
盛
や
大
山
綱
良
（
格
之
助
）
ら
薩
摩
藩
士
と

交
遊
を
深
め
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
か
ら
学
費
や
生
活
費
を
支
給
さ
れ
優
遇

を
受
け
た
と
い
う
。
二
人
の
親
交
の
証
と
し
て
、
徳
重
正
雄
に
は
、
西
郷
隆
盛

と
大
山
綱
良
か
ら
送
ら
れ
た
掛
軸
（
石
松
家
に
所
蔵
か
）
が
あ
り
、
毎
朝
起
伏

す
る
部
屋
に
掛
け
て
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
（
伊
豆
凡
夫
の
追
悼
文

「
徳

重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
）
。

　

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
福
岡
藩
に
脱
藩
（
出
奔
）
の
罪
を
許
さ
れ
、
福
岡

藩
の
藩
費
で
東
京
遊
学
の
た
め
上
京
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
外
国
語
専

門
学
校
に
入
学
し
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
私
費

で
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ド
ル
ベ
ル
ク
に
留
学
、
経
済
学
者
（
経
済
学
博
士
）
の
レ
ッ

チ
ン
ゲ
ル
（
レ
ッ
ホ
ニ
ゲ
ル
と
も
）
の
塾
に
入
り
簿
記
や
財
政
学
、
経
済
学
（
経

論
学
）
な
ど
実
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど

欧
州
各
地
を
巡
遊
し
た
。

　

徳
重
正
雄
の
留
学
先
か
ら
家
族
石
松
家
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙･

書
簡
類
（
「
石

松
家
文
書
・
明
治
七
年
正
月
一
日
・
正
月
二
日
認
」
）
に
は
、
「
御
区
内
（
宗
像
）

ニ
テ
ハ
鶏
卵
日
本
ニ
テ
有
名
之
地
ト
歟
。
一
軒
ニ
付
、
鶏
壱
番
（
ツ
ガ
イ
）
ヲ

増
飼
ニ
テ
モ
三
四
千
ハ
相
増
可
申
右
一
番
一
年
ニ
壱
両
ノ
鶏
卵
代
ヲ
得
ル
時
ハ

則
二
千
両
ノ
益
ナ
リ
右
之
売
捌
ニ
付
鶏
卵
会
所
ノ
如
キ
物
決
テ
益
ト
ナ
ラ
ズ
」

な
ど
、
宗
像
郡
の
特
産
物
・
鶏
卵
（
宗
像
卵
）
の
旧
式
の
商
人
に
よ
る
鶏
卵
会

所
方
式
を
や
め
て
養
鶏
業
・
流
通
の
近
代
化
、
鶏
卵
の
増
産
に
よ
る
利
益
の
拡

大
、
経
済
の
地
域
活
性
化
を
図
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
茶
、
養
蚕
、

蝋
な
ど
日
本
か
ら
の
輸
出
品
の
増
大
、
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）
や
羅
紗
（
ラ
シ
ャ
）

な
ど
輸
入
品
の
国
内
生
産
の
勃
興
・
拡
大
、
筑
前
米
の
酒
生
産
加
工
へ
の
転
用

に
よ
る
筑
前
や
宗
像
の
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
日
本
の
貿
易
や
産
業
、
地
域

経
済
に
関
す
る
提
案
や
、
「
産
物
・
器
械
・
財
金
の
う
ち
、
国
や
郡
、
町
村
単

位
で
の
人
口
や
産
物
の
繁
殖
が
肝
要
で
あ
る
」
や
「
器
械
人
業
（
工
業
化
）
の

勃
興
が
肝
要
」
な
ど
の
記
述
も
あ
り
、
彼
が
留
学
で
学
ん
だ
経
済
学
的
な
見
地
、

近
代
的
な
富
国
論
や
殖
産
興
業
に
対
す
る
具
体
的
な
提
案
・
意
見
を
述
べ
て
い

る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

た
だ
留
学
中
に
病
弱
に
な
り
、
志
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
七
月
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
秋
月
の
乱
、
西
南
戦
争
な
ど
ち
ょ
う
ど
士
族

反
乱
の
最
中
で
、
西
南
戦
争
の
際
は
、
西
郷
へ
の
恩
義
も
あ
り
病
身
な
が
ら
恩

返
し
の
た
め
、
頭
山
満
・
箱
田
六
輔
と
玄
洋
社
の
三
傑
と
う
た
わ
れ
た
平
岡
浩

太
郎
ら
同
志
と
図
っ
て
西
郷
軍
へ
の
応
援
も
計
画
し
た
り
、
福
岡
の
変
に
参
画

し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
計
画
が
露
見
し
、
官
軍
の
追
っ
手
を
逃
れ
、
大
阪
の

実
業
家
の
大
三
輪
長
兵
衛
に
匿
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
大
阪
で
大
三
輪
長
兵
衛
が
発
起
人
と
し
て
手

掛
け
た
大
阪
第
五
十
八
国
立
銀
行
の
設
立
・
開
業
に
際
し
取
締
役
と
し
て
携
わ

り
、
資
本
金
の
内
六
万
円
を
福
岡
県
で
募
集
す
る
な
ど
大
い
に
実
績
を
あ
げ
、

同
年
十
一
月
の
開
業
か
ら
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
ま
で
博
多
支
店
の
事
務

を
総
括
し
た
。
ま
た
、
先
述
の
石
瀧
豊
美
氏
の
玄
洋
社
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
明

治
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
条
約
改
正
論
を
唱
え
た
有
志
会
議
「
筑
前
共
愛
会
」

に
も
参
画
し
、
同
郷
で
宗
像
大
社
の
神
官
を
務
め
「
博
多
新
聞
」
を
発
行
し
て

い
た
松
田
敏
足
と
共
に
、
会
議
へ
の
参
加
を
勧
誘
す
る
た
め
筑
前
の
各
郡
を
周

り
、
遊
説
し
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
か
ら
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
か
け
て
、
明
治
政
府
の
官

僚
で
あ
っ
た
早
川
勇
の
庇
護
を
受
け
東
京
府
京
橋
区
三
十
間
堀
の
早
川
勇
宅
に

寄
寓
し
、
東
京
、
箱
根
や
熱
海
な
ど
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

同
郷
で
後
の
陸
軍
少
将
の
伊
豆
凡
夫
の
士
官
学
校
の
入
学
に
際
し
、
身
元
保
証

引
受
人
に
な
っ
た
の
も
徳
重
正
雄
で
あ
っ
た
。
ま
た
療
養
期
間
中
の
明
治
十
六

（
一
八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
『
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
註
釈
』
な

ど
が
あ
る
。
著
書
奥
付
に
は
「
早
川
勇
方
寄
留
」
と
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
八
月
に
故
郷
の
宗
像
に
戻
り
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に

は
宗
像
郡
よ
り
福
岡
県
議
会
議
員
に
も
選
出
さ
れ
、
福
岡
県
庁
よ
り
衛
生
会
委

員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
三
月
十
一
日
、
療
養
の
甲
斐
も
な
く
、
福
岡
市

内
の
病
院
の
一
室
で
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

（
２
）
徳
重
正
雄
の
関
係
資
料

　

徳
重
正
雄
に
関
し
て
は
、
徳
重
村
庄
屋
家
の
石
松
家
伝
来
の
古
文
書
「
石
松

家
文
書
」
（
石
松
家
所
蔵
、
市
史
編
さ
ん
室
に
マ
イ
ク
ロ
・
紙
焼
き
資
料
所
蔵
）

に
残
る
徳
重
正
雄
が
留
学
先
か
ら
家
族
・
石
松
家
に
宛
て
た
手
紙･

書
簡
類
の

他
に
、
福
岡
県
立
宗
像
高
校
の
資
料
館
（
四
塚
会
館
）
に
は
彼
の
海
外
留
学
時

代
の
記
録
（
「
徳
重
泰
次
郎
書
簡
：
英
国
龍
動
＝
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
訪
英
報
告
」
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
『
宗
像
郡
誌
』
上
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は

あ
る
が
、
徳
重
正
雄
が
福
岡
藩
を
脱
藩
後
、
鹿
児
島
遊
学
時
代
の
頃
の
時
期
と

思
わ
れ
る
徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
の
関
係
を
示
す
典
拠
史
料
「
徳
重
正
雄
書
簡

（
年
不
詳
正
月
三
日
付
、
明
治
二
～
三
年
頃
か
）
」
を
以
下
、

紹
介
す
る
。

「
徳
重
正
雄
書
簡
」
（
『
宗
像
郡
誌
』
上
編　

六
一
四
～
六
一
五
頁
、
原
本
は

徳
重
村
「
石
松
家
文
書
」
）

　
　

春
賀
芽
出
度
申
上
納
候
。
擧
家
御
揃
、
益
御
安
康
奉
敬
賀
候
、
陳
者
私
儀
、

去
十
月
朔
日
肥
後
熊
本
ニ
而
、
市
二
郎
と
相
別
れ
、
七
日
當
藩
着
、
爾
後

西
郷
吉
之
助
君
相
訪
、
段
々
懇
情
を
蒙
候
末
、
漢
學
寮
え
入
門
い
た
し
度
、

依
頼
仕
置
候
處
、
同
廿
二
日
許
容
ニ
相
成
、
直
ニ
入
寮
仕
、
都
講
久
木
山

泰
蔵
と
申
仁
よ
り
、
被
申
談
候
ニ
者
、
私
篤
志
之
次
第
被
相
感
趣
ニ
而
、

滞
塾
中
賄
を
初
、
夜
具
油
火
等
迄
、
政
府
よ
り
御
仕
度
被
下
候
旨
ニ
付
、

余
程
辞
退
も
仕
候
得
共
、
押
而
断
ニ
及
候
而
ハ
却
而
不
敬
と
存
、
其
儘
相

受
居
候
内
ニ
も
、
不
束
之
身
分
、
痛
入
仕
合
、
畢
竟
是
と
申
も
、
西
郷
氏

之
厚
誼
、
且
藩
法
遊
士
を
被
相
待
之
厚
、
實
ニ
感
銘
之
至
ニ
奉
存
候
。
其

刻
迄
ハ
、
佐
賀
熊
本
両
藩
遊
學
生
四
人
、
余
ハ
當
藩
之
人
斗
と
同
居
仕
居

候
處
、
舊
（
旧
）
蝋
初
旬
よ
り
、
本
藩
遊
學
生
六
人
出
浮
之
内
、
両
人
當

局
え
入
寮
被
致
、
何
れ
も
親
睦
ニ
相
交
、
専
ら
勤
學
、
間
ニ
者
参
政
桂
四

　
　

郎
、
黒
田
嘉
納
、
大
監
察
大
山
格
之
助
君
抔
と
申
人
を
初
、
其
外
有
名
之

仁
等
、
相
尋
候
而
、
議
論
等
拝
承
い
た
し
、
至
而
健
ニ
消
光
仕
居
候
間
、

乍
憚
御
氣
易
ニ
御
思
召
可
被
為
下
候
。

　
　

一
、
當
藩
政
体
変
革
上
向
、
所
謂
日
新
之
模
様
、
就
中
も
大
事
件
ハ
、
門

閥
廃
と
申
、
万
石
已
上
御
家
門
を
初
、
諸
大
身
不
残
千
五
百
石
已
下
ニ
被

致
減
録
（
禄
）
、
陪
臣
等
も
士
族
ニ
取
立
ニ
相
成
、
貴
賤
之
無
差
別
、
人

才
ニ
応
し
、
登
用
ニ
相
成
候
間
、
只
今
ニ
而
ハ
家
柄
故
就
官
之
人
抔
ハ
、

壹
人
も
無
之
趣
、
且
又
廃
佛
論
ニ
而
、
国
中
寺
塔
抔
、
無
残
廃
毀
、
法
師

等
も
還
俗
い
た
し
候
。
就
而
ハ
百
姓
町
人
ニ
至
迄
、
總
而
神
祭
葬
之
式
、

取
用
候
趣
、
其
外
製
鉄
所
、
火
薬
局
等
、
何
れ
も
高
大
之
仕
搆
、
實
ニ
感

嘆
驚
目
、
都
合
ニ
御
座
候
。
先
者
右
之
段
安
否
為
御
知
申
上
置
候
條
、
必

御
氣
遣
不
被
為
下
、
節
角
御
自
重
之
程
、
奉
願
上
候
。
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
子
嶋
藩
（
鹿
児
島
藩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
三
郎
平
事　

徳
重
正
巳
（
正
雄
）

　
　
　
　

正
月
三
日

　
　
　

石
松
休
蔵
様　

〇
伴
六

（
３
）
徳
重
村
・
石
松
家
墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
に
つ
い
て

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
四
日
（
水
）
に
、
石
松
家
（
石
松
孝
義
様
の

奥
様
石
松
シ
ノ
ブ
様
）
の
ご
案
内
で
、
宗
像
市
史
編
さ
ん
事
務
局
・
花
田
事
務

局
長
・
判
田
さ
ん
と
文
化
財
課
山
田
さ
ん
の
立
会
の
下
、
徳
重
地
区
の
石
松
家

墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
の
現
地
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

　

石
松
家
の
墓
地
は
、
徳
重
地
区
の
丘
陵
地
で
、
太
閤
水
伝
説
も
あ
る
古
い
井

戸
跡
が
残
る
柳
井
尺
に
か
つ
て
あ
っ
た
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
寺
院
・
宝
松
院
の
跡

地
に
あ
る
。
宝
松
院
は
石
松
家
の
祖
先
・
石
松
三
郎
兵
衛
が
寛
永
年
間
に
開
基

し
た
寺
院
で
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
石
松
家
は
戦
国
時
代

に
は
宗
像
地
域
を
支
配
し
た
宗
像
氏
に
仕
え
た
武
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
期
は
、
徳
重
村
の
庄
屋
役
（
初
期
は
触
口
）
を
務
め
た
初
代
石
松
三
郎
兵

衛
か
ら
九
代
目
の
石
松
伴
蔵
、
十
代
目
石
松
伴
六
、
十
一
代
目
の
石
松
要
一
な

ど
石
松
家
累
代
の
墓
や
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
石
松
家

三
百
年
祭
」
の
記
念
碑
「
徳
重
石
松
家
祖
先
之
碑
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
重

正
雄
の
墓
碑
は
さ
ら
に
丘
の
上
段
部
に
あ
り
、
墓
碑
に
は
「
徳
重
正
雄
墓
、
明

治
廿
年
三
月
十
一
日
庁
下
没
、
福
岡
県
議
会
議
員
有
志
中
建
之
」
と
あ
り
、
福

岡
県
議
会
議
員
の
有
志
で
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
石
松

家
文
書
」
の
中
に
、「
故
徳
重
正
雄
建
墓
費
義
捐
者
人
名
簿
（
明
治
廿
年
十
二
月
）」

と
い
う
墓
碑
建
立
の
発
起
人
や
義
捐
金
に
関
す
る
資
料
が
残
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
伊
豆
凡
夫
の
徳
重
正
雄
の
追
悼

文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
が
彼
の
人
生
を
集
約
し
て
い
る
の
で
以
下
、
一
部

引
用
す
る
。

「
君
を
し
て
長
寿
な
ら
し
め
ん
乎
。
世
豈
君
を
要
し
て
立
た
し
む
る
の
時
な
か

ら
ん
や
（
中
略
）
天
道
是
乎
非
乎
。
何
ぞ
有
為
の
士
に
幸
ひ
せ
ざ
る
の
酷
（
甚
）

だ
し
き
や
」「
余
は
我
郷
の
、
徳
重
君
を
妄
評
す
る
人
に
告
げ
ん
と
す
。
成
敗
を

以
て
人
を
論
ず
べ
か
ら
ず
、
之
を
古
今
の
歴
史
に
徴
せ
よ
。
志
士
皆
悉
く
成
効

（
功
）
を
期
す
る
に
能
は
ず
、
偉
人
必
し
も
大
名
を
為
さ
ず
」
と
徳
重
正
雄
の
夭

折
を
惜
し
ん
で
い
る
。

　

徳
重
正
雄
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
に
薫
陶
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
海
外
留
学
し
て
世
界
を
経
験
し
、
日
本
を
見
つ
め
直
し
た

国
際
人
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
渡
欧
し
、
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
に
留
学
し
た
鞍
手
郡
出
身
の
医
師
赤
星
研
造
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
郷
土
宗
像
の
家
族
や
未
来
を
思
い
、
経
世
済
民
（
経
国
済
民
）
の
志

を
胸
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
た
志
士
が
宗
像
に
も
い
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
。
こ
の
機
会
に
徳
重
正
雄
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

頂
き
、
彼
の
生
き
様
や
人
物
像
、
そ
の
志
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
徳
重

正
雄
や
石
松
家
の
歴
史
や
歴
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
宗
像
地
域
の
近
世
・
近
代

を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

徳
重
正
雄
に
つ
い
て
の
資
料
や
情
報
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
教
示
、
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
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西
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、
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）
及
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、
令
和
元
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福
岡
県
文
化
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体
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会
・
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
「
福
岡
の
文
化
を
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た
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人
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第
５
回
「
宗
像
の
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際
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徳
重
正
雄
」
（
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九
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十
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、
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ク

ロ
ス
福
岡
）
の
講
演
内
容
・
資
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を
基
に
執
筆
し
た
。

　

調
査
・
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
事
務
局
、
宗
像
市
文
化

財
課
、
宗
像
高
校
四
塚
会
館
、
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
、
公
益
財
団
法
人
西
郷
南
洲

顕
彰
会
（
西
郷
南
洲
顕
彰
館
）
、
そ
し
て
石
松
孝
義
様
・
シ
ノ
ブ
様
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、

石
松
家
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

徳
重
正
雄
・
石
松
家
と
の
ご
縁
と
学
恩

に
感
謝
し
、

改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
た
け
が
わ
か
つ
ゆ
き　

近
世
部
会
）
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は
じ
め
に

　

現
在
、
私
は
『
新
修
宗
像
市
史
』
の
近
世
部
会
長
と
し
て
、
筑
前
国
福
岡
藩

領
で
あ
っ
た
宗
像
の
幕
末
維
新
期
の
歴
史
や
、
宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
の
志
士
に

つ
い
て
、
彼
ら
の
書
簡
や
日
記
な
ど
の
古
文
書
・
記
録
史
料
や
、
宗
像
地
域
の

郷
土
資
料
・
文
献
資
料
を
紐
解
き
、『
新
修
宗
像
市
史
』
通
史
編
執
筆
の
た
め
に

調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

　

宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
維
新
期
の
志
士
と
し
て
は
、
遠
賀
郡
虫
生
津
村
出
身

で
、
吉
留
村
（
現
・
宗
像
市
吉
武
地
区
）
の
医
師
で
も
あ
っ
た
早
川
勇
（
養

敬
）
が
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
早
川
勇
は
月
形
洗
蔵
や
加
藤
司
書
ら
福
岡
藩

の
勤
王
の
志
士
（
筑
前
勤
王
党
）
の
同
志
や
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
（
当
時
は

大
島
三
右
衛
門
・
大
島
吉
之
助
、
西
郷
吉
之
助
）
、
中
岡
慎
太
郎
（
早
川
勇
の

従
僕
の
筑
前
人
・
寺
石
貫
夫
と
変
名
、
石
川
誠
之
助
や
大
山
彦
太
郎
と
も
）
ら

と
交
流
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
、
五
卿
の
西
遷
（
筑
前
移
転
）
や
薩
長
和
解
の

周
旋
に
尽
力
し
た
。
ま
た
新
選
組
の
一
員
で
、
土
方
歳
三
を
供
養
し
た
と
い
う

鐘
崎
出
身
の
立
川
主
税
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

唐
津
街
道
赤
間
宿
に
は
、
薩
摩
藩
の
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
や
西
郷
隆
盛
、

加
藤
司
書
、
中
岡
慎
太
郎
、
河
井
継
之
助
ら
多
く
の
志
士
達
が
往
来
し
た
。
特

に
、
西
郷
隆
盛
は
元
治
元
年
～
元
治
二
＝
慶
応
元
年
に
か
け
て
、
第
一
次
長
州

征
討
や
五
卿
の
筑
前
移
転
の
周
旋
に
際
し
、
赤
間
宿
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
世
界
遺
産
の
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
一

つ
・
宗
像
大
社
中
津
宮
、
沖
津
宮
遙
拝
所
の
あ
る
筑
前
大
島
（
現
・
宗
像
市
）

に
は
、
西
郷
隆
盛
の
同
志
で
あ
っ
た
福
岡
藩
の
勤
王
の
志
士
・
平
野
国
臣
が
宗

像
大
社
沖
津
宮
の
普
請
方
で
赴
任
し
て
い
た
り
、
お
由
良
騒
動
で
脱
藩
し
た
元

薩
摩
藩
士
で
平
野
国
臣
や
西
郷
隆
盛
と
も
親
交
の
深
か
っ
た
北
条
右
門
（
木
村

仲
之
丞
、
後
に
村
山
松
根
、
村
山
下
総
）
や
工
藤
左
門
（
諏
訪
神
社
の
神
官
、

井
上
出
雲
守
正
徳
、
後
に
藤
井
良
節
）
ら
が
潜
伏
し
た
り
、
坂
本
龍
馬
や
中
岡

慎
太
郎
ら
が
船
で
寄
港
し
、
立
ち
寄
っ
た
伝
承
も
あ
る
。

　

今
回
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
、
三
条
実
美
公
ら
五
卿
と
も
交
流
の
あ
っ
た
、

幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士
、
ま
た
明
治
期
以
降
は
、
宗
像
郡
か
ら
の
最
初
の

海
外
留
学
者
、
福
岡
県
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
、
徳
重
村
・
石
松
家
出
身
の
徳

重
正
雄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
徳
重
正
雄
に
つ
い
て

　

筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像
郡
徳
重
村
（
現
・
宗
像
市
徳
重
）
出
身
の
幕
末
維

新
期
の
志
士　

徳
重
正
雄
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
「
草
莽
の
志
士
」
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

彼
の
履
歴
・
事
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
は
『
宗
像
郡
誌
』
上
巻
の
「
履
歴
書
」

や
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
、
宗
像
出
身
の
陸
軍
少
将
・
伊
豆
凡
夫
に
よ

る
追
悼
文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
（
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
）
、
上
妻
国
男

『
宗
像
人
物
風
土
記
』
、
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
・
石
瀧
豊
美
の
玄
洋
社
の

研
究
（
「
草
莽
の
留
学
」
）
な
ど
の
文
献
資
料
に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
の
文
献
資
料

に
よ
れ
ば
、
徳
重
正
雄
は
元
の
姓
を
石
松
と
い
い
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

三
月
三
日
に
生
ま
れ
た
。
徳
重
村
の
庄
屋
・
大
庄
屋
を
務
め
た
石
松
家
・
石
松

伴
六
（
休
蔵
）
の
嫡
子
で
、
三
蔵
、
三
郎
平
、
泰
次
郎
、
正
巳
と
称
し
た
。

　

徳
重
正
雄
は
、
幼
少
時
よ
り
向
学
心
が
強
く
、
習
字
・
手
習
い
や
四
書
の
素

読
な
ど
学
問
の
素
養
が
あ
り
、
旧
福
岡
藩
士
の
源
蔵
の
四
書
五
経
の
講
義
を
聴

き
、
皇
漢
大
部
（
和
漢
、
日
本
や
中
国
）
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
ま
た
福
岡
藩
の

勤
王
の
志
士
、
月
形
洗
蔵
や
早
川
勇
に
国
学
や
国
史
、
漢
詩
・
漢
文
学
な
ど
の

学
問
の
薫
陶
を
受
け
、
桜
田
門
外
の
変
を
知
っ
て
天
下
国
家
の
時
勢
や
国
事
周

旋
に
目
覚
め
、
勤
王
の
志
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
日
田
の
私
塾
・
咸
宜
園
に
も

入
門
し
、
天
下
の
志
士
と
も
交
流
し
た
と
い
う
。
早
川
勇
の
日
記
に
は
「
今
日

も
徳
重
に
行
き
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
徳
重
の
石
松
家
に
も
志
士
の
往
来
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
国
事
周
旋
に
向
け
て
の
談
義
も
行
わ
れ
、
徳
重
正
雄
も
次
第

に
感
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
十
七
歳
の
若
さ
で
徳
重
村
庄
屋
役
を
務
め
、
翌

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
依
願
退
職
し
た
が
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
は

赤
間
村
庄
屋
役
を
命
じ
ら
れ
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
八
月
ま
で
奉
職
し
て

い
る
。

　

若
き
日
の
徳
重
正
雄
（
当
時
は
二
十
歳
で
、
石
松
泰
次
郎
）
は
、
赤
間
や
太

宰
府
に
滞
在
し
た
五
卿
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。
元
治
二
（
一
八
六
五
、

慶
応
元
）
年
一
月
～
二
月
、
赤
間
の
御
茶
屋
に
滞
在
し
た
五
卿
の
給
仕
役
と
し

て
父
伴
六
と
共
に
召
し
出
さ
れ
て
一
首
の
和
歌
に
感
懐
を
託
し
、
三
条
実
美
公

に
勤
王
の
志
を
披
歴
し
た
と
い
う
。
後
日
、
太
宰
府
に
移
転
し
た
三
条
実
美
公

よ
り
御
礼
に
絹
布
に
書
い
て
贈
ら
れ
た
和
歌
「
如
何
に
し
て
筑
紫
の
海
に
寄
る

波
の
千
重
の
一
重
に
君
に
つ
く
す
ぞ
」
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
間
に
、
五
卿

や
早
川
勇
を
通
じ
て
、
五
卿
の
西
遷
の
周
旋
の
た
め
筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像

赤
間
宿
や
太
宰
府
な
ど
を
訪
れ
て
い
た
西
郷
隆
盛
に
出
会
い
、
知
遇
を
得
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

父
伴
六
は
、
嫡
子
で
一
人
息
子
の
徳
重
正
雄
の
出
歩
き
や
出
奔
を
引
き
止
め

よ
う
と
勝
浦
村
の
名
家
・
松
ケ
屋
か
ら
嫁
ヤ
ス
を
娶
っ
た
が
、
二
人
に
実
子
は

な
く
、
妻
ヤ
ス
は
夫
が
留
守
で
不
在
の
間
も
両
親
に
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

「
結
婚
し
て
も
自
分
は
い
つ
ど
こ
で
殺
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
徳
重
正

雄
の
申
し
出
で
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
正
雄
の
妹
、
娘
の
ハ
ル
に
遠
賀
郡

出
身
の
筋
田
要
一
を
婿
養
子
に
迎
え
世
継
ぎ
と
し
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
に
徳
重
村
の
庄
屋
役
を
務
め
、
以
来
戸
長
や
村
会
議
員
、
県
議
会
議
員
な
ど

役
職
を
歴
任
し
、
後
の
初
代
赤
間
町
長
に
な
っ
た
石
松
要
一
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
後
は
、
そ
の
志
の
ま
ま
に
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
福
岡
藩

を
脱
藩
（
出
奔
）
し
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
に
遊
学
し
、
西
郷
隆
盛
の
紹
介

も
あ
っ
て
藩
校
造
士
館
の
漢
学
寮
に
入
学
し
た
。
徳
重
に
改
名
し
た
の
は
鹿
児

島
へ
遊
学
し
た
頃
で
、『
宗
像
人
物
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
の
徳
重
神
社

に
参
詣
し
た
際
に
、
郷
里
と
同
じ
名
前
の
神
社
に
望
郷
の
念
を
禁
じ
が
た
く
石

松
姓
か
ら
徳
重
姓
へ
改
め
、
徳
重
泰
次
郎
、
後
に
徳
重
正
巳
、
そ
し
て
徳
重
正

雄
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。

　

彼
の
父
伴
六
宛
て
の
手
紙
・
書
簡
類
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
遊
学
中
は
、
早
川

勇
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
西
郷
隆
盛
や
大
山
綱
良
（
格
之
助
）
ら
薩
摩
藩
士
と

交
遊
を
深
め
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
か
ら
学
費
や
生
活
費
を
支
給
さ
れ
優
遇

を
受
け
た
と
い
う
。
二
人
の
親
交
の
証
と
し
て
、
徳
重
正
雄
に
は
、
西
郷
隆
盛

と
大
山
綱
良
か
ら
送
ら
れ
た
掛
軸
（
石
松
家
に
所
蔵
か
）
が
あ
り
、
毎
朝
起
伏

す
る
部
屋
に
掛
け
て
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
（
伊
豆
凡
夫
の
追
悼
文

「
徳

重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
）
。

　

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
福
岡
藩
に
脱
藩
（
出
奔
）
の
罪
を
許
さ
れ
、
福
岡

藩
の
藩
費
で
東
京
遊
学
の
た
め
上
京
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
外
国
語
専

門
学
校
に
入
学
し
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
私
費

で
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ド
ル
ベ
ル
ク
に
留
学
、
経
済
学
者
（
経
済
学
博
士
）
の
レ
ッ

チ
ン
ゲ
ル
（
レ
ッ
ホ
ニ
ゲ
ル
と
も
）
の
塾
に
入
り
簿
記
や
財
政
学
、
経
済
学
（
経

論
学
）
な
ど
実
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど

欧
州
各
地
を
巡
遊
し
た
。

　

徳
重
正
雄
の
留
学
先
か
ら
家
族
石
松
家
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙･

書
簡
類
（
「
石

松
家
文
書
・
明
治
七
年
正
月
一
日
・
正
月
二
日
認
」
）
に
は
、
「
御
区
内
（
宗
像
）

ニ
テ
ハ
鶏
卵
日
本
ニ
テ
有
名
之
地
ト
歟
。
一
軒
ニ
付
、
鶏
壱
番
（
ツ
ガ
イ
）
ヲ

増
飼
ニ
テ
モ
三
四
千
ハ
相
増
可
申
右
一
番
一
年
ニ
壱
両
ノ
鶏
卵
代
ヲ
得
ル
時
ハ

則
二
千
両
ノ
益
ナ
リ
右
之
売
捌
ニ
付
鶏
卵
会
所
ノ
如
キ
物
決
テ
益
ト
ナ
ラ
ズ
」

な
ど
、
宗
像
郡
の
特
産
物
・
鶏
卵
（
宗
像
卵
）
の
旧
式
の
商
人
に
よ
る
鶏
卵
会

所
方
式
を
や
め
て
養
鶏
業
・
流
通
の
近
代
化
、
鶏
卵
の
増
産
に
よ
る
利
益
の
拡

大
、
経
済
の
地
域
活
性
化
を
図
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
茶
、
養
蚕
、

蝋
な
ど
日
本
か
ら
の
輸
出
品
の
増
大
、
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）
や
羅
紗
（
ラ
シ
ャ
）

な
ど
輸
入
品
の
国
内
生
産
の
勃
興
・
拡
大
、
筑
前
米
の
酒
生
産
加
工
へ
の
転
用

に
よ
る
筑
前
や
宗
像
の
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
日
本
の
貿
易
や
産
業
、
地
域

経
済
に
関
す
る
提
案
や
、
「
産
物
・
器
械
・
財
金
の
う
ち
、
国
や
郡
、
町
村
単

位
で
の
人
口
や
産
物
の
繁
殖
が
肝
要
で
あ
る
」
や
「
器
械
人
業
（
工
業
化
）
の

勃
興
が
肝
要
」
な
ど
の
記
述
も
あ
り
、
彼
が
留
学
で
学
ん
だ
経
済
学
的
な
見
地
、

近
代
的
な
富
国
論
や
殖
産
興
業
に
対
す
る
具
体
的
な
提
案
・
意
見
を
述
べ
て
い

る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

た
だ
留
学
中
に
病
弱
に
な
り
、
志
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
七
月
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
秋
月
の
乱
、
西
南
戦
争
な
ど
ち
ょ
う
ど
士
族

反
乱
の
最
中
で
、
西
南
戦
争
の
際
は
、
西
郷
へ
の
恩
義
も
あ
り
病
身
な
が
ら
恩

返
し
の
た
め
、
頭
山
満
・
箱
田
六
輔
と
玄
洋
社
の
三
傑
と
う
た
わ
れ
た
平
岡
浩

太
郎
ら
同
志
と
図
っ
て
西
郷
軍
へ
の
応
援
も
計
画
し
た
り
、
福
岡
の
変
に
参
画

し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
計
画
が
露
見
し
、
官
軍
の
追
っ
手
を
逃
れ
、
大
阪
の

実
業
家
の
大
三
輪
長
兵
衛
に
匿
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
大
阪
で
大
三
輪
長
兵
衛
が
発
起
人
と
し
て
手

掛
け
た
大
阪
第
五
十
八
国
立
銀
行
の
設
立
・
開
業
に
際
し
取
締
役
と
し
て
携
わ

り
、
資
本
金
の
内
六
万
円
を
福
岡
県
で
募
集
す
る
な
ど
大
い
に
実
績
を
あ
げ
、

同
年
十
一
月
の
開
業
か
ら
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
ま
で
博
多
支
店
の
事
務

を
総
括
し
た
。
ま
た
、
先
述
の
石
瀧
豊
美
氏
の
玄
洋
社
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
明

治
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
条
約
改
正
論
を
唱
え
た
有
志
会
議
「
筑
前
共
愛
会
」

に
も
参
画
し
、
同
郷
で
宗
像
大
社
の
神
官
を
務
め
「
博
多
新
聞
」
を
発
行
し
て

い
た
松
田
敏
足
と
共
に
、
会
議
へ
の
参
加
を
勧
誘
す
る
た
め
筑
前
の
各
郡
を
周

り
、
遊
説
し
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
か
ら
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
か
け
て
、
明
治
政
府
の
官

僚
で
あ
っ
た
早
川
勇
の
庇
護
を
受
け
東
京
府
京
橋
区
三
十
間
堀
の
早
川
勇
宅
に

寄
寓
し
、
東
京
、
箱
根
や
熱
海
な
ど
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

同
郷
で
後
の
陸
軍
少
将
の
伊
豆
凡
夫
の
士
官
学
校
の
入
学
に
際
し
、
身
元
保
証

引
受
人
に
な
っ
た
の
も
徳
重
正
雄
で
あ
っ
た
。
ま
た
療
養
期
間
中
の
明
治
十
六

（
一
八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
『
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
註
釈
』
な

ど
が
あ
る
。
著
書
奥
付
に
は
「
早
川
勇
方
寄
留
」
と
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
八
月
に
故
郷
の
宗
像
に
戻
り
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に

は
宗
像
郡
よ
り
福
岡
県
議
会
議
員
に
も
選
出
さ
れ
、
福
岡
県
庁
よ
り
衛
生
会
委

員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
三
月
十
一
日
、
療
養
の
甲
斐
も
な
く
、
福
岡
市

内
の
病
院
の
一
室
で
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

（
２
）
徳
重
正
雄
の
関
係
資
料

　

徳
重
正
雄
に
関
し
て
は
、
徳
重
村
庄
屋
家
の
石
松
家
伝
来
の
古
文
書
「
石
松

家
文
書
」
（
石
松
家
所
蔵
、
市
史
編
さ
ん
室
に
マ
イ
ク
ロ
・
紙
焼
き
資
料
所
蔵
）

に
残
る
徳
重
正
雄
が
留
学
先
か
ら
家
族
・
石
松
家
に
宛
て
た
手
紙･

書
簡
類
の

他
に
、
福
岡
県
立
宗
像
高
校
の
資
料
館
（
四
塚
会
館
）
に
は
彼
の
海
外
留
学
時

代
の
記
録
（
「
徳
重
泰
次
郎
書
簡
：
英
国
龍
動
＝
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
訪
英
報
告
」
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
『
宗
像
郡
誌
』
上
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は

あ
る
が
、
徳
重
正
雄
が
福
岡
藩
を
脱
藩
後
、
鹿
児
島
遊
学
時
代
の
頃
の
時
期
と

思
わ
れ
る
徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
の
関
係
を
示
す
典
拠
史
料
「
徳
重
正
雄
書
簡

（
年
不
詳
正
月
三
日
付
、
明
治
二
～
三
年
頃
か
）
」
を
以
下
、

紹
介
す
る
。

「
徳
重
正
雄
書
簡
」
（
『
宗
像
郡
誌
』
上
編　

六
一
四
～
六
一
五
頁
、
原
本
は

徳
重
村
「
石
松
家
文
書
」
）

　
　

春
賀
芽
出
度
申
上
納
候
。
擧
家
御
揃
、
益
御
安
康
奉
敬
賀
候
、
陳
者
私
儀
、

去
十
月
朔
日
肥
後
熊
本
ニ
而
、
市
二
郎
と
相
別
れ
、
七
日
當
藩
着
、
爾
後

西
郷
吉
之
助
君
相
訪
、
段
々
懇
情
を
蒙
候
末
、
漢
學
寮
え
入
門
い
た
し
度
、

依
頼
仕
置
候
處
、
同
廿
二
日
許
容
ニ
相
成
、
直
ニ
入
寮
仕
、
都
講
久
木
山

泰
蔵
と
申
仁
よ
り
、
被
申
談
候
ニ
者
、
私
篤
志
之
次
第
被
相
感
趣
ニ
而
、

滞
塾
中
賄
を
初
、
夜
具
油
火
等
迄
、
政
府
よ
り
御
仕
度
被
下
候
旨
ニ
付
、

余
程
辞
退
も
仕
候
得
共
、
押
而
断
ニ
及
候
而
ハ
却
而
不
敬
と
存
、
其
儘
相

受
居
候
内
ニ
も
、
不
束
之
身
分
、
痛
入
仕
合
、
畢
竟
是
と
申
も
、
西
郷
氏

之
厚
誼
、
且
藩
法
遊
士
を
被
相
待
之
厚
、
實
ニ
感
銘
之
至
ニ
奉
存
候
。
其

刻
迄
ハ
、
佐
賀
熊
本
両
藩
遊
學
生
四
人
、
余
ハ
當
藩
之
人
斗
と
同
居
仕
居

候
處
、
舊
（
旧
）
蝋
初
旬
よ
り
、
本
藩
遊
學
生
六
人
出
浮
之
内
、
両
人
當

局
え
入
寮
被
致
、
何
れ
も
親
睦
ニ
相
交
、
専
ら
勤
學
、
間
ニ
者
参
政
桂
四

　
　

郎
、
黒
田
嘉
納
、
大
監
察
大
山
格
之
助
君
抔
と
申
人
を
初
、
其
外
有
名
之

仁
等
、
相
尋
候
而
、
議
論
等
拝
承
い
た
し
、
至
而
健
ニ
消
光
仕
居
候
間
、

乍
憚
御
氣
易
ニ
御
思
召
可
被
為
下
候
。

　
　

一
、
當
藩
政
体
変
革
上
向
、
所
謂
日
新
之
模
様
、
就
中
も
大
事
件
ハ
、
門

閥
廃
と
申
、
万
石
已
上
御
家
門
を
初
、
諸
大
身
不
残
千
五
百
石
已
下
ニ
被

致
減
録
（
禄
）
、
陪
臣
等
も
士
族
ニ
取
立
ニ
相
成
、
貴
賤
之
無
差
別
、
人

才
ニ
応
し
、
登
用
ニ
相
成
候
間
、
只
今
ニ
而
ハ
家
柄
故
就
官
之
人
抔
ハ
、

壹
人
も
無
之
趣
、
且
又
廃
佛
論
ニ
而
、
国
中
寺
塔
抔
、
無
残
廃
毀
、
法
師

等
も
還
俗
い
た
し
候
。
就
而
ハ
百
姓
町
人
ニ
至
迄
、
總
而
神
祭
葬
之
式
、

取
用
候
趣
、
其
外
製
鉄
所
、
火
薬
局
等
、
何
れ
も
高
大
之
仕
搆
、
實
ニ
感

嘆
驚
目
、
都
合
ニ
御
座
候
。
先
者
右
之
段
安
否
為
御
知
申
上
置
候
條
、
必

御
氣
遣
不
被
為
下
、
節
角
御
自
重
之
程
、
奉
願
上
候
。
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
子
嶋
藩
（
鹿
児
島
藩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
三
郎
平
事　

徳
重
正
巳
（
正
雄
）

　
　
　
　

正
月
三
日

　
　
　

石
松
休
蔵
様　

〇
伴
六

（
３
）
徳
重
村
・
石
松
家
墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
に
つ
い
て

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
四
日
（
水
）
に
、
石
松
家
（
石
松
孝
義
様
の

奥
様
石
松
シ
ノ
ブ
様
）
の
ご
案
内
で
、
宗
像
市
史
編
さ
ん
事
務
局
・
花
田
事
務

局
長
・
判
田
さ
ん
と
文
化
財
課
山
田
さ
ん
の
立
会
の
下
、
徳
重
地
区
の
石
松
家

墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
の
現
地
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

　

石
松
家
の
墓
地
は
、
徳
重
地
区
の
丘
陵
地
で
、
太
閤
水
伝
説
も
あ
る
古
い
井

戸
跡
が
残
る
柳
井
尺
に
か
つ
て
あ
っ
た
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
寺
院
・
宝
松
院
の
跡

地
に
あ
る
。
宝
松
院
は
石
松
家
の
祖
先
・
石
松
三
郎
兵
衛
が
寛
永
年
間
に
開
基

し
た
寺
院
で
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
石
松
家
は
戦
国
時
代

に
は
宗
像
地
域
を
支
配
し
た
宗
像
氏
に
仕
え
た
武
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
期
は
、
徳
重
村
の
庄
屋
役
（
初
期
は
触
口
）
を
務
め
た
初
代
石
松
三
郎
兵

衛
か
ら
九
代
目
の
石
松
伴
蔵
、
十
代
目
石
松
伴
六
、
十
一
代
目
の
石
松
要
一
な

ど
石
松
家
累
代
の
墓
や
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
石
松
家

三
百
年
祭
」
の
記
念
碑
「
徳
重
石
松
家
祖
先
之
碑
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
重

正
雄
の
墓
碑
は
さ
ら
に
丘
の
上
段
部
に
あ
り
、
墓
碑
に
は
「
徳
重
正
雄
墓
、
明

治
廿
年
三
月
十
一
日
庁
下
没
、
福
岡
県
議
会
議
員
有
志
中
建
之
」
と
あ
り
、
福

岡
県
議
会
議
員
の
有
志
で
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
石
松

家
文
書
」
の
中
に
、「
故
徳
重
正
雄
建
墓
費
義
捐
者
人
名
簿
（
明
治
廿
年
十
二
月
）」

と
い
う
墓
碑
建
立
の
発
起
人
や
義
捐
金
に
関
す
る
資
料
が
残
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
伊
豆
凡
夫
の
徳
重
正
雄
の
追
悼

文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
が
彼
の
人
生
を
集
約
し
て
い
る
の
で
以
下
、
一
部

引
用
す
る
。

「
君
を
し
て
長
寿
な
ら
し
め
ん
乎
。
世
豈
君
を
要
し
て
立
た
し
む
る
の
時
な
か

ら
ん
や
（
中
略
）
天
道
是
乎
非
乎
。
何
ぞ
有
為
の
士
に
幸
ひ
せ
ざ
る
の
酷
（
甚
）

だ
し
き
や
」「
余
は
我
郷
の
、
徳
重
君
を
妄
評
す
る
人
に
告
げ
ん
と
す
。
成
敗
を

以
て
人
を
論
ず
べ
か
ら
ず
、
之
を
古
今
の
歴
史
に
徴
せ
よ
。
志
士
皆
悉
く
成
効

（
功
）
を
期
す
る
に
能
は
ず
、
偉
人
必
し
も
大
名
を
為
さ
ず
」
と
徳
重
正
雄
の
夭

折
を
惜
し
ん
で
い
る
。

　

徳
重
正
雄
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
に
薫
陶
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
海
外
留
学
し
て
世
界
を
経
験
し
、
日
本
を
見
つ
め
直
し
た

国
際
人
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
渡
欧
し
、
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
に
留
学
し
た
鞍
手
郡
出
身
の
医
師
赤
星
研
造
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
郷
土
宗
像
の
家
族
や
未
来
を
思
い
、
経
世
済
民
（
経
国
済
民
）
の
志

を
胸
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
た
志
士
が
宗
像
に
も
い
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
。
こ
の
機
会
に
徳
重
正
雄
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

頂
き
、
彼
の
生
き
様
や
人
物
像
、
そ
の
志
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
徳
重

正
雄
や
石
松
家
の
歴
史
や
歴
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
宗
像
地
域
の
近
世
・
近
代

を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

徳
重
正
雄
に
つ
い
て
の
資
料
や
情
報
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
教
示
、
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
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前
山
泉
『
マ
ン
ガ
で
読
む
維
新
の
志
士
早
川
勇
伝
』
維
新
の
志
士
早
川

勇
先
生
顕
彰
会
・
宗
像
市
吉
武
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
、
二
〇
一
八
年

『
宗
像
高
校
視
聴
覚
ホ
ー
ル
郷
土
資
料
・
図
版
目
録
』
福
岡
県
立
宗
像
高
等
学
校
図
書

館
、
一
九
八
四
年

占
部
玄
海
『
郷
土
歴
史
資
料
叢
書
第
一
輯　

五
卿
の
西
遷―

早
川
勇
と
そ
の
群
像―

』

　

文
化
企
画
蘿
山
房
、
一
九
八
五
年

赤
間
地
区
歴
史
・
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
編
集
委
員
会
『
赤
間
地
区
歴
史
・
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
つ
た
が
た
け
』
赤
間
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
二
〇
〇
五
年

荒
木
康
彦
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
３
人
の
初
期
日
本
人
留
学
生
」
『
大
学
史
研
究

通
信
』
大
学
史
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年

石
瀧
豊
美
『
玄
洋
社
発
掘―

も
う
ひ
と
つ
の
自
由
民
権―

』
西
日
本
新
聞
社
、
一
九

九
七
年

石
瀧
豊
美
『
玄
洋
社　

封
印
さ
れ
た
実
像
』
海
鳥
社
、
二
〇
一
〇
年

葦
津
泰
国
『
大
三
輪
長
兵
衛
の
生
涯―

維
新
の
精
神
の
夢
に
か
け
て
』
葦
津
事
務

所
、
二
〇
〇
八
年

ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
誌
編
纂
委
員
会
編
『
ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
誌
９　

福
岡
県
の
幕

末
維
新
』
海
鳥
社
、
二
〇
一
五
年

（
付
記
）

　

本
稿
は
、
竹
川
克
幸
「
時
間
旅
行
ム
ナ
カ
タ
第
81
回　

幕
末
維
新
期
の
宗
像
と
志
士

早
川
勇
と
徳
重
正
雄
」
（
『
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
№
３
５
４
』
、
二
〇
一
七
年
十
二

月
十
五
日
号
）
、
同
「
時
間
旅
行
ム
ナ
カ
タ
�
�
�
�
№
11　

幕
末
維
新
期
の
宗
像
と
志

士

続

早
川
勇
・
徳
重
正
雄
と
志
士
た
ち
の
邂
逅
（
か
い
こ
う
）
」（
二
〇
二
〇
年
二
月
）
、

竹
川
克
幸
「
幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士　

徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
」
『
敬
天
愛
人
』

第
37
号
（
公
益
財
団
法
人
西
郷
南
洲
顕
彰
会
、
二
〇
一
九
年
）
及
び
、
令
和
元
年
度　

福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
・
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
「
福
岡
の
文
化
を
創
っ
た
国
際

人
た
ち
」
第
５
回
「
宗
像
の
国
際
人　

徳
重
正
雄
」
（
令
和
元
年
九
月
十
九
日
、
ア
ク

ロ
ス
福
岡
）
の
講
演
内
容
・
資
料
を
基
に
執
筆
し
た
。

　

調
査
・
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会
事
務
局
、
宗
像
市
文
化

財
課
、
宗
像
高
校
四
塚
会
館
、
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
、
公
益
財
団
法
人
西
郷
南
洲

顕
彰
会
（
西
郷
南
洲
顕
彰
館
）
、
そ
し
て
石
松
孝
義
様
・
シ
ノ
ブ
様
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、

石
松
家
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

徳
重
正
雄
・
石
松
家
と
の
ご
縁
と
学
恩

に
感
謝
し
、

改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
た
け
が
わ
か
つ
ゆ
き　

近
世
部
会
）
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は
じ
め
に

　

現
在
、
私
は
『
新
修
宗
像
市
史
』
の
近
世
部
会
長
と
し
て
、
筑
前
国
福
岡
藩

領
で
あ
っ
た
宗
像
の
幕
末
維
新
期
の
歴
史
や
、
宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
の
志
士
に

つ
い
て
、
彼
ら
の
書
簡
や
日
記
な
ど
の
古
文
書
・
記
録
史
料
や
、
宗
像
地
域
の

郷
土
資
料
・
文
献
資
料
を
紐
解
き
、『
新
修
宗
像
市
史
』
通
史
編
執
筆
の
た
め
に

調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

　

宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
維
新
期
の
志
士
と
し
て
は
、
遠
賀
郡
虫
生
津
村
出
身

で
、
吉
留
村
（
現
・
宗
像
市
吉
武
地
区
）
の
医
師
で
も
あ
っ
た
早
川
勇
（
養

敬
）
が
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
早
川
勇
は
月
形
洗
蔵
や
加
藤
司
書
ら
福
岡
藩

の
勤
王
の
志
士
（
筑
前
勤
王
党
）
の
同
志
や
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
（
当
時
は

大
島
三
右
衛
門
・
大
島
吉
之
助
、
西
郷
吉
之
助
）
、
中
岡
慎
太
郎
（
早
川
勇
の

従
僕
の
筑
前
人
・
寺
石
貫
夫
と
変
名
、
石
川
誠
之
助
や
大
山
彦
太
郎
と
も
）
ら

と
交
流
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
、
五
卿
の
西
遷
（
筑
前
移
転
）
や
薩
長
和
解
の

周
旋
に
尽
力
し
た
。
ま
た
新
選
組
の
一
員
で
、
土
方
歳
三
を
供
養
し
た
と
い
う

鐘
崎
出
身
の
立
川
主
税
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

唐
津
街
道
赤
間
宿
に
は
、
薩
摩
藩
の
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
や
西
郷
隆
盛
、

加
藤
司
書
、
中
岡
慎
太
郎
、
河
井
継
之
助
ら
多
く
の
志
士
達
が
往
来
し
た
。
特

に
、
西
郷
隆
盛
は
元
治
元
年
～
元
治
二
＝
慶
応
元
年
に
か
け
て
、
第
一
次
長
州

征
討
や
五
卿
の
筑
前
移
転
の
周
旋
に
際
し
、
赤
間
宿
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
世
界
遺
産
の
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
一

つ
・
宗
像
大
社
中
津
宮
、
沖
津
宮
遙
拝
所
の
あ
る
筑
前
大
島
（
現
・
宗
像
市
）

に
は
、
西
郷
隆
盛
の
同
志
で
あ
っ
た
福
岡
藩
の
勤
王
の
志
士
・
平
野
国
臣
が
宗

像
大
社
沖
津
宮
の
普
請
方
で
赴
任
し
て
い
た
り
、
お
由
良
騒
動
で
脱
藩
し
た
元

薩
摩
藩
士
で
平
野
国
臣
や
西
郷
隆
盛
と
も
親
交
の
深
か
っ
た
北
条
右
門
（
木
村

仲
之
丞
、
後
に
村
山
松
根
、
村
山
下
総
）
や
工
藤
左
門
（
諏
訪
神
社
の
神
官
、

井
上
出
雲
守
正
徳
、
後
に
藤
井
良
節
）
ら
が
潜
伏
し
た
り
、
坂
本
龍
馬
や
中
岡

慎
太
郎
ら
が
船
で
寄
港
し
、
立
ち
寄
っ
た
伝
承
も
あ
る
。

　

今
回
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
、
三
条
実
美
公
ら
五
卿
と
も
交
流
の
あ
っ
た
、

幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士
、
ま
た
明
治
期
以
降
は
、
宗
像
郡
か
ら
の
最
初
の

海
外
留
学
者
、
福
岡
県
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
、
徳
重
村
・
石
松
家
出
身
の
徳

重
正
雄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
徳
重
正
雄
に
つ
い
て

　

筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像
郡
徳
重
村
（
現
・
宗
像
市
徳
重
）
出
身
の
幕
末
維

新
期
の
志
士　

徳
重
正
雄
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
「
草
莽
の
志
士
」
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

彼
の
履
歴
・
事
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
は
『
宗
像
郡
誌
』
上
巻
の
「
履
歴
書
」

や
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
、
宗
像
出
身
の
陸
軍
少
将
・
伊
豆
凡
夫
に
よ

る
追
悼
文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
（
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
）
、
上
妻
国
男

『
宗
像
人
物
風
土
記
』
、
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
・
石
瀧
豊
美
の
玄
洋
社
の

研
究
（
「
草
莽
の
留
学
」
）
な
ど
の
文
献
資
料
に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
の
文
献
資
料

に
よ
れ
ば
、
徳
重
正
雄
は
元
の
姓
を
石
松
と
い
い
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

三
月
三
日
に
生
ま
れ
た
。
徳
重
村
の
庄
屋
・
大
庄
屋
を
務
め
た
石
松
家
・
石
松

伴
六
（
休
蔵
）
の
嫡
子
で
、
三
蔵
、
三
郎
平
、
泰
次
郎
、
正
巳
と
称
し
た
。

　

徳
重
正
雄
は
、
幼
少
時
よ
り
向
学
心
が
強
く
、
習
字
・
手
習
い
や
四
書
の
素

読
な
ど
学
問
の
素
養
が
あ
り
、
旧
福
岡
藩
士
の
源
蔵
の
四
書
五
経
の
講
義
を
聴

き
、
皇
漢
大
部
（
和
漢
、
日
本
や
中
国
）
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
ま
た
福
岡
藩
の

勤
王
の
志
士
、
月
形
洗
蔵
や
早
川
勇
に
国
学
や
国
史
、
漢
詩
・
漢
文
学
な
ど
の

学
問
の
薫
陶
を
受
け
、
桜
田
門
外
の
変
を
知
っ
て
天
下
国
家
の
時
勢
や
国
事
周

旋
に
目
覚
め
、
勤
王
の
志
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
日
田
の
私
塾
・
咸
宜
園
に
も

入
門
し
、
天
下
の
志
士
と
も
交
流
し
た
と
い
う
。
早
川
勇
の
日
記
に
は
「
今
日

も
徳
重
に
行
き
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
徳
重
の
石
松
家
に
も
志
士
の
往
来
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
国
事
周
旋
に
向
け
て
の
談
義
も
行
わ
れ
、
徳
重
正
雄
も
次
第

に
感
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
十
七
歳
の
若
さ
で
徳
重
村
庄
屋
役
を
務
め
、
翌

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
依
願
退
職
し
た
が
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
は

赤
間
村
庄
屋
役
を
命
じ
ら
れ
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
八
月
ま
で
奉
職
し
て

い
る
。

　

若
き
日
の
徳
重
正
雄
（
当
時
は
二
十
歳
で
、
石
松
泰
次
郎
）
は
、
赤
間
や
太

宰
府
に
滞
在
し
た
五
卿
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。
元
治
二
（
一
八
六
五
、

慶
応
元
）
年
一
月
～
二
月
、
赤
間
の
御
茶
屋
に
滞
在
し
た
五
卿
の
給
仕
役
と
し

て
父
伴
六
と
共
に
召
し
出
さ
れ
て
一
首
の
和
歌
に
感
懐
を
託
し
、
三
条
実
美
公

に
勤
王
の
志
を
披
歴
し
た
と
い
う
。
後
日
、
太
宰
府
に
移
転
し
た
三
条
実
美
公

よ
り
御
礼
に
絹
布
に
書
い
て
贈
ら
れ
た
和
歌
「
如
何
に
し
て
筑
紫
の
海
に
寄
る

波
の
千
重
の
一
重
に
君
に
つ
く
す
ぞ
」
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
間
に
、
五
卿

や
早
川
勇
を
通
じ
て
、
五
卿
の
西
遷
の
周
旋
の
た
め
筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像

赤
間
宿
や
太
宰
府
な
ど
を
訪
れ
て
い
た
西
郷
隆
盛
に
出
会
い
、
知
遇
を
得
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

父
伴
六
は
、
嫡
子
で
一
人
息
子
の
徳
重
正
雄
の
出
歩
き
や
出
奔
を
引
き
止
め

よ
う
と
勝
浦
村
の
名
家
・
松
ケ
屋
か
ら
嫁
ヤ
ス
を
娶
っ
た
が
、
二
人
に
実
子
は

な
く
、
妻
ヤ
ス
は
夫
が
留
守
で
不
在
の
間
も
両
親
に
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

「
結
婚
し
て
も
自
分
は
い
つ
ど
こ
で
殺
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
徳
重
正

雄
の
申
し
出
で
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
正
雄
の
妹
、
娘
の
ハ
ル
に
遠
賀
郡

出
身
の
筋
田
要
一
を
婿
養
子
に
迎
え
世
継
ぎ
と
し
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
に
徳
重
村
の
庄
屋
役
を
務
め
、
以
来
戸
長
や
村
会
議
員
、
県
議
会
議
員
な
ど

役
職
を
歴
任
し
、
後
の
初
代
赤
間
町
長
に
な
っ
た
石
松
要
一
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
後
は
、
そ
の
志
の
ま
ま
に
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
福
岡
藩

を
脱
藩
（
出
奔
）
し
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
に
遊
学
し
、
西
郷
隆
盛
の
紹
介

も
あ
っ
て
藩
校
造
士
館
の
漢
学
寮
に
入
学
し
た
。
徳
重
に
改
名
し
た
の
は
鹿
児

島
へ
遊
学
し
た
頃
で
、『
宗
像
人
物
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
の
徳
重
神
社

に
参
詣
し
た
際
に
、
郷
里
と
同
じ
名
前
の
神
社
に
望
郷
の
念
を
禁
じ
が
た
く
石

松
姓
か
ら
徳
重
姓
へ
改
め
、
徳
重
泰
次
郎
、
後
に
徳
重
正
巳
、
そ
し
て
徳
重
正

雄
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。

　

彼
の
父
伴
六
宛
て
の
手
紙
・
書
簡
類
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
遊
学
中
は
、
早
川

勇
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
西
郷
隆
盛
や
大
山
綱
良
（
格
之
助
）
ら
薩
摩
藩
士
と

交
遊
を
深
め
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
か
ら
学
費
や
生
活
費
を
支
給
さ
れ
優
遇

を
受
け
た
と
い
う
。
二
人
の
親
交
の
証
と
し
て
、
徳
重
正
雄
に
は
、
西
郷
隆
盛

と
大
山
綱
良
か
ら
送
ら
れ
た
掛
軸
（
石
松
家
に
所
蔵
か
）
が
あ
り
、
毎
朝
起
伏

す
る
部
屋
に
掛
け
て
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
（
伊
豆
凡
夫
の
追
悼
文

「
徳

重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
）
。

　

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
福
岡
藩
に
脱
藩
（
出
奔
）
の
罪
を
許
さ
れ
、
福
岡

藩
の
藩
費
で
東
京
遊
学
の
た
め
上
京
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
外
国
語
専

門
学
校
に
入
学
し
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
私
費

で
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ド
ル
ベ
ル
ク
に
留
学
、
経
済
学
者
（
経
済
学
博
士
）
の
レ
ッ

チ
ン
ゲ
ル
（
レ
ッ
ホ
ニ
ゲ
ル
と
も
）
の
塾
に
入
り
簿
記
や
財
政
学
、
経
済
学
（
経

論
学
）
な
ど
実
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど

欧
州
各
地
を
巡
遊
し
た
。

　

徳
重
正
雄
の
留
学
先
か
ら
家
族
石
松
家
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙･

書
簡
類
（
「
石

松
家
文
書
・
明
治
七
年
正
月
一
日
・
正
月
二
日
認
」
）
に
は
、
「
御
区
内
（
宗
像
）

ニ
テ
ハ
鶏
卵
日
本
ニ
テ
有
名
之
地
ト
歟
。
一
軒
ニ
付
、
鶏
壱
番
（
ツ
ガ
イ
）
ヲ

増
飼
ニ
テ
モ
三
四
千
ハ
相
増
可
申
右
一
番
一
年
ニ
壱
両
ノ
鶏
卵
代
ヲ
得
ル
時
ハ

則
二
千
両
ノ
益
ナ
リ
右
之
売
捌
ニ
付
鶏
卵
会
所
ノ
如
キ
物
決
テ
益
ト
ナ
ラ
ズ
」

な
ど
、
宗
像
郡
の
特
産
物
・
鶏
卵
（
宗
像
卵
）
の
旧
式
の
商
人
に
よ
る
鶏
卵
会

所
方
式
を
や
め
て
養
鶏
業
・
流
通
の
近
代
化
、
鶏
卵
の
増
産
に
よ
る
利
益
の
拡

大
、
経
済
の
地
域
活
性
化
を
図
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
茶
、
養
蚕
、

蝋
な
ど
日
本
か
ら
の
輸
出
品
の
増
大
、
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）
や
羅
紗
（
ラ
シ
ャ
）

な
ど
輸
入
品
の
国
内
生
産
の
勃
興
・
拡
大
、
筑
前
米
の
酒
生
産
加
工
へ
の
転
用

に
よ
る
筑
前
や
宗
像
の
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
日
本
の
貿
易
や
産
業
、
地
域

経
済
に
関
す
る
提
案
や
、
「
産
物
・
器
械
・
財
金
の
う
ち
、
国
や
郡
、
町
村
単

位
で
の
人
口
や
産
物
の
繁
殖
が
肝
要
で
あ
る
」
や
「
器
械
人
業
（
工
業
化
）
の

勃
興
が
肝
要
」
な
ど
の
記
述
も
あ
り
、
彼
が
留
学
で
学
ん
だ
経
済
学
的
な
見
地
、

近
代
的
な
富
国
論
や
殖
産
興
業
に
対
す
る
具
体
的
な
提
案
・
意
見
を
述
べ
て
い

る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

た
だ
留
学
中
に
病
弱
に
な
り
、
志
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
七
月
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
秋
月
の
乱
、
西
南
戦
争
な
ど
ち
ょ
う
ど
士
族

反
乱
の
最
中
で
、
西
南
戦
争
の
際
は
、
西
郷
へ
の
恩
義
も
あ
り
病
身
な
が
ら
恩

返
し
の
た
め
、
頭
山
満
・
箱
田
六
輔
と
玄
洋
社
の
三
傑
と
う
た
わ
れ
た
平
岡
浩

太
郎
ら
同
志
と
図
っ
て
西
郷
軍
へ
の
応
援
も
計
画
し
た
り
、
福
岡
の
変
に
参
画

し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
計
画
が
露
見
し
、
官
軍
の
追
っ
手
を
逃
れ
、
大
阪
の

実
業
家
の
大
三
輪
長
兵
衛
に
匿
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
大
阪
で
大
三
輪
長
兵
衛
が
発
起
人
と
し
て
手

掛
け
た
大
阪
第
五
十
八
国
立
銀
行
の
設
立
・
開
業
に
際
し
取
締
役
と
し
て
携
わ

り
、
資
本
金
の
内
六
万
円
を
福
岡
県
で
募
集
す
る
な
ど
大
い
に
実
績
を
あ
げ
、

同
年
十
一
月
の
開
業
か
ら
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
ま
で
博
多
支
店
の
事
務

を
総
括
し
た
。
ま
た
、
先
述
の
石
瀧
豊
美
氏
の
玄
洋
社
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
明

治
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
条
約
改
正
論
を
唱
え
た
有
志
会
議
「
筑
前
共
愛
会
」

に
も
参
画
し
、
同
郷
で
宗
像
大
社
の
神
官
を
務
め
「
博
多
新
聞
」
を
発
行
し
て

い
た
松
田
敏
足
と
共
に
、
会
議
へ
の
参
加
を
勧
誘
す
る
た
め
筑
前
の
各
郡
を
周

り
、
遊
説
し
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
か
ら
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
か
け
て
、
明
治
政
府
の
官

僚
で
あ
っ
た
早
川
勇
の
庇
護
を
受
け
東
京
府
京
橋
区
三
十
間
堀
の
早
川
勇
宅
に

寄
寓
し
、
東
京
、
箱
根
や
熱
海
な
ど
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

同
郷
で
後
の
陸
軍
少
将
の
伊
豆
凡
夫
の
士
官
学
校
の
入
学
に
際
し
、
身
元
保
証

引
受
人
に
な
っ
た
の
も
徳
重
正
雄
で
あ
っ
た
。
ま
た
療
養
期
間
中
の
明
治
十
六

（
一
八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
『
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
註
釈
』
な

ど
が
あ
る
。
著
書
奥
付
に
は
「
早
川
勇
方
寄
留
」
と
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
八
月
に
故
郷
の
宗
像
に
戻
り
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に

は
宗
像
郡
よ
り
福
岡
県
議
会
議
員
に
も
選
出
さ
れ
、
福
岡
県
庁
よ
り
衛
生
会
委

員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
三
月
十
一
日
、
療
養
の
甲
斐
も
な
く
、
福
岡
市

内
の
病
院
の
一
室
で
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

（
２
）
徳
重
正
雄
の
関
係
資
料

　

徳
重
正
雄
に
関
し
て
は
、
徳
重
村
庄
屋
家
の
石
松
家
伝
来
の
古
文
書
「
石
松

家
文
書
」
（
石
松
家
所
蔵
、
市
史
編
さ
ん
室
に
マ
イ
ク
ロ
・
紙
焼
き
資
料
所
蔵
）

に
残
る
徳
重
正
雄
が
留
学
先
か
ら
家
族
・
石
松
家
に
宛
て
た
手
紙･

書
簡
類
の

他
に
、
福
岡
県
立
宗
像
高
校
の
資
料
館
（
四
塚
会
館
）
に
は
彼
の
海
外
留
学
時

代
の
記
録
（
「
徳
重
泰
次
郎
書
簡
：
英
国
龍
動
＝
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
訪
英
報
告
」
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
『
宗
像
郡
誌
』
上
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は

あ
る
が
、
徳
重
正
雄
が
福
岡
藩
を
脱
藩
後
、
鹿
児
島
遊
学
時
代
の
頃
の
時
期
と

思
わ
れ
る
徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
の
関
係
を
示
す
典
拠
史
料
「
徳
重
正
雄
書
簡

（
年
不
詳
正
月
三
日
付
、
明
治
二
～
三
年
頃
か
）
」
を
以
下
、

紹
介
す
る
。

「
徳
重
正
雄
書
簡
」
（
『
宗
像
郡
誌
』
上
編　

六
一
四
～
六
一
五
頁
、
原
本
は

徳
重
村
「
石
松
家
文
書
」
）

　
　

春
賀
芽
出
度
申
上
納
候
。
擧
家
御
揃
、
益
御
安
康
奉
敬
賀
候
、
陳
者
私
儀
、

去
十
月
朔
日
肥
後
熊
本
ニ
而
、
市
二
郎
と
相
別
れ
、
七
日
當
藩
着
、
爾
後

西
郷
吉
之
助
君
相
訪
、
段
々
懇
情
を
蒙
候
末
、
漢
學
寮
え
入
門
い
た
し
度
、

依
頼
仕
置
候
處
、
同
廿
二
日
許
容
ニ
相
成
、
直
ニ
入
寮
仕
、
都
講
久
木
山

泰
蔵
と
申
仁
よ
り
、
被
申
談
候
ニ
者
、
私
篤
志
之
次
第
被
相
感
趣
ニ
而
、

滞
塾
中
賄
を
初
、
夜
具
油
火
等
迄
、
政
府
よ
り
御
仕
度
被
下
候
旨
ニ
付
、

余
程
辞
退
も
仕
候
得
共
、
押
而
断
ニ
及
候
而
ハ
却
而
不
敬
と
存
、
其
儘
相

受
居
候
内
ニ
も
、
不
束
之
身
分
、
痛
入
仕
合
、
畢
竟
是
と
申
も
、
西
郷
氏

之
厚
誼
、
且
藩
法
遊
士
を
被
相
待
之
厚
、
實
ニ
感
銘
之
至
ニ
奉
存
候
。
其

刻
迄
ハ
、
佐
賀
熊
本
両
藩
遊
學
生
四
人
、
余
ハ
當
藩
之
人
斗
と
同
居
仕
居

候
處
、
舊
（
旧
）
蝋
初
旬
よ
り
、
本
藩
遊
學
生
六
人
出
浮
之
内
、
両
人
當

局
え
入
寮
被
致
、
何
れ
も
親
睦
ニ
相
交
、
専
ら
勤
學
、
間
ニ
者
参
政
桂
四

　
　

郎
、
黒
田
嘉
納
、
大
監
察
大
山
格
之
助
君
抔
と
申
人
を
初
、
其
外
有
名
之

仁
等
、
相
尋
候
而
、
議
論
等
拝
承
い
た
し
、
至
而
健
ニ
消
光
仕
居
候
間
、

乍
憚
御
氣
易
ニ
御
思
召
可
被
為
下
候
。

　
　

一
、
當
藩
政
体
変
革
上
向
、
所
謂
日
新
之
模
様
、
就
中
も
大
事
件
ハ
、
門

閥
廃
と
申
、
万
石
已
上
御
家
門
を
初
、
諸
大
身
不
残
千
五
百
石
已
下
ニ
被

致
減
録
（
禄
）
、
陪
臣
等
も
士
族
ニ
取
立
ニ
相
成
、
貴
賤
之
無
差
別
、
人

才
ニ
応
し
、
登
用
ニ
相
成
候
間
、
只
今
ニ
而
ハ
家
柄
故
就
官
之
人
抔
ハ
、

壹
人
も
無
之
趣
、
且
又
廃
佛
論
ニ
而
、
国
中
寺
塔
抔
、
無
残
廃
毀
、
法
師

等
も
還
俗
い
た
し
候
。
就
而
ハ
百
姓
町
人
ニ
至
迄
、
總
而
神
祭
葬
之
式
、

取
用
候
趣
、
其
外
製
鉄
所
、
火
薬
局
等
、
何
れ
も
高
大
之
仕
搆
、
實
ニ
感

嘆
驚
目
、
都
合
ニ
御
座
候
。
先
者
右
之
段
安
否
為
御
知
申
上
置
候
條
、
必

御
氣
遣
不
被
為
下
、
節
角
御
自
重
之
程
、
奉
願
上
候
。
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
子
嶋
藩
（
鹿
児
島
藩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
三
郎
平
事　

徳
重
正
巳
（
正
雄
）

　
　
　
　

正
月
三
日

　
　
　

石
松
休
蔵
様　

〇
伴
六

（
３
）
徳
重
村
・
石
松
家
墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
に
つ
い
て

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
四
日
（
水
）
に
、
石
松
家
（
石
松
孝
義
様
の

奥
様
石
松
シ
ノ
ブ
様
）
の
ご
案
内
で
、
宗
像
市
史
編
さ
ん
事
務
局
・
花
田
事
務

局
長
・
判
田
さ
ん
と
文
化
財
課
山
田
さ
ん
の
立
会
の
下
、
徳
重
地
区
の
石
松
家

墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
の
現
地
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

　

石
松
家
の
墓
地
は
、
徳
重
地
区
の
丘
陵
地
で
、
太
閤
水
伝
説
も
あ
る
古
い
井

戸
跡
が
残
る
柳
井
尺
に
か
つ
て
あ
っ
た
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
寺
院
・
宝
松
院
の
跡

地
に
あ
る
。
宝
松
院
は
石
松
家
の
祖
先
・
石
松
三
郎
兵
衛
が
寛
永
年
間
に
開
基

し
た
寺
院
で
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
石
松
家
は
戦
国
時
代

に
は
宗
像
地
域
を
支
配
し
た
宗
像
氏
に
仕
え
た
武
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
期
は
、
徳
重
村
の
庄
屋
役
（
初
期
は
触
口
）
を
務
め
た
初
代
石
松
三
郎
兵

衛
か
ら
九
代
目
の
石
松
伴
蔵
、
十
代
目
石
松
伴
六
、
十
一
代
目
の
石
松
要
一
な

ど
石
松
家
累
代
の
墓
や
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
石
松
家

三
百
年
祭
」
の
記
念
碑
「
徳
重
石
松
家
祖
先
之
碑
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
重

正
雄
の
墓
碑
は
さ
ら
に
丘
の
上
段
部
に
あ
り
、
墓
碑
に
は
「
徳
重
正
雄
墓
、
明

治
廿
年
三
月
十
一
日
庁
下
没
、
福
岡
県
議
会
議
員
有
志
中
建
之
」
と
あ
り
、
福

岡
県
議
会
議
員
の
有
志
で
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
石
松

家
文
書
」
の
中
に
、「
故
徳
重
正
雄
建
墓
費
義
捐
者
人
名
簿
（
明
治
廿
年
十
二
月
）」

と
い
う
墓
碑
建
立
の
発
起
人
や
義
捐
金
に
関
す
る
資
料
が
残
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
伊
豆
凡
夫
の
徳
重
正
雄
の
追
悼

文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
が
彼
の
人
生
を
集
約
し
て
い
る
の
で
以
下
、
一
部

引
用
す
る
。

「
君
を
し
て
長
寿
な
ら
し
め
ん
乎
。
世
豈
君
を
要
し
て
立
た
し
む
る
の
時
な
か

ら
ん
や
（
中
略
）
天
道
是
乎
非
乎
。
何
ぞ
有
為
の
士
に
幸
ひ
せ
ざ
る
の
酷
（
甚
）

だ
し
き
や
」「
余
は
我
郷
の
、
徳
重
君
を
妄
評
す
る
人
に
告
げ
ん
と
す
。
成
敗
を

以
て
人
を
論
ず
べ
か
ら
ず
、
之
を
古
今
の
歴
史
に
徴
せ
よ
。
志
士
皆
悉
く
成
効

（
功
）
を
期
す
る
に
能
は
ず
、
偉
人
必
し
も
大
名
を
為
さ
ず
」
と
徳
重
正
雄
の
夭

折
を
惜
し
ん
で
い
る
。

　

徳
重
正
雄
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
に
薫
陶
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
海
外
留
学
し
て
世
界
を
経
験
し
、
日
本
を
見
つ
め
直
し
た

国
際
人
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
渡
欧
し
、
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
に
留
学
し
た
鞍
手
郡
出
身
の
医
師
赤
星
研
造
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
郷
土
宗
像
の
家
族
や
未
来
を
思
い
、
経
世
済
民
（
経
国
済
民
）
の
志

を
胸
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
た
志
士
が
宗
像
に
も
い
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
。
こ
の
機
会
に
徳
重
正
雄
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

頂
き
、
彼
の
生
き
様
や
人
物
像
、
そ
の
志
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
徳
重

正
雄
や
石
松
家
の
歴
史
や
歴
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
宗
像
地
域
の
近
世
・
近
代

を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

徳
重
正
雄
に
つ
い
て
の
資
料
や
情
報
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
教
示
、
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
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。
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は
じ
め
に

　

現
在
、
私
は
『
新
修
宗
像
市
史
』
の
近
世
部
会
長
と
し
て
、
筑
前
国
福
岡
藩

領
で
あ
っ
た
宗
像
の
幕
末
維
新
期
の
歴
史
や
、
宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
の
志
士
に

つ
い
て
、
彼
ら
の
書
簡
や
日
記
な
ど
の
古
文
書
・
記
録
史
料
や
、
宗
像
地
域
の

郷
土
資
料
・
文
献
資
料
を
紐
解
き
、『
新
修
宗
像
市
史
』
通
史
編
執
筆
の
た
め
に

調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

　

宗
像
ゆ
か
り
の
幕
末
維
新
期
の
志
士
と
し
て
は
、
遠
賀
郡
虫
生
津
村
出
身

で
、
吉
留
村
（
現
・
宗
像
市
吉
武
地
区
）
の
医
師
で
も
あ
っ
た
早
川
勇
（
養

敬
）
が
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
早
川
勇
は
月
形
洗
蔵
や
加
藤
司
書
ら
福
岡
藩

の
勤
王
の
志
士
（
筑
前
勤
王
党
）
の
同
志
や
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
（
当
時
は

大
島
三
右
衛
門
・
大
島
吉
之
助
、
西
郷
吉
之
助
）
、
中
岡
慎
太
郎
（
早
川
勇
の

従
僕
の
筑
前
人
・
寺
石
貫
夫
と
変
名
、
石
川
誠
之
助
や
大
山
彦
太
郎
と
も
）
ら

と
交
流
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
、
五
卿
の
西
遷
（
筑
前
移
転
）
や
薩
長
和
解
の

周
旋
に
尽
力
し
た
。
ま
た
新
選
組
の
一
員
で
、
土
方
歳
三
を
供
養
し
た
と
い
う

鐘
崎
出
身
の
立
川
主
税
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

唐
津
街
道
赤
間
宿
に
は
、
薩
摩
藩
の
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
や
西
郷
隆
盛
、

加
藤
司
書
、
中
岡
慎
太
郎
、
河
井
継
之
助
ら
多
く
の
志
士
達
が
往
来
し
た
。
特

に
、
西
郷
隆
盛
は
元
治
元
年
～
元
治
二
＝
慶
応
元
年
に
か
け
て
、
第
一
次
長
州

征
討
や
五
卿
の
筑
前
移
転
の
周
旋
に
際
し
、
赤
間
宿
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
世
界
遺
産
の
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
一

つ
・
宗
像
大
社
中
津
宮
、
沖
津
宮
遙
拝
所
の
あ
る
筑
前
大
島
（
現
・
宗
像
市
）

に
は
、
西
郷
隆
盛
の
同
志
で
あ
っ
た
福
岡
藩
の
勤
王
の
志
士
・
平
野
国
臣
が
宗

像
大
社
沖
津
宮
の
普
請
方
で
赴
任
し
て
い
た
り
、
お
由
良
騒
動
で
脱
藩
し
た
元

薩
摩
藩
士
で
平
野
国
臣
や
西
郷
隆
盛
と
も
親
交
の
深
か
っ
た
北
条
右
門
（
木
村

仲
之
丞
、
後
に
村
山
松
根
、
村
山
下
総
）
や
工
藤
左
門
（
諏
訪
神
社
の
神
官
、

井
上
出
雲
守
正
徳
、
後
に
藤
井
良
節
）
ら
が
潜
伏
し
た
り
、
坂
本
龍
馬
や
中
岡

慎
太
郎
ら
が
船
で
寄
港
し
、
立
ち
寄
っ
た
伝
承
も
あ
る
。

　

今
回
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
、
三
条
実
美
公
ら
五
卿
と
も
交
流
の
あ
っ
た
、

幕
末
維
新
期
の
宗
像
の
志
士
、
ま
た
明
治
期
以
降
は
、
宗
像
郡
か
ら
の
最
初
の

海
外
留
学
者
、
福
岡
県
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
、
徳
重
村
・
石
松
家
出
身
の
徳

重
正
雄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
徳
重
正
雄
に
つ
い
て

　

筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像
郡
徳
重
村
（
現
・
宗
像
市
徳
重
）
出
身
の
幕
末
維

新
期
の
志
士　

徳
重
正
雄
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
「
草
莽
の
志
士
」
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

彼
の
履
歴
・
事
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
は
『
宗
像
郡
誌
』
上
巻
の
「
履
歴
書
」

や
『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
、
宗
像
出
身
の
陸
軍
少
将
・
伊
豆
凡
夫
に
よ

る
追
悼
文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
（
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
）
、
上
妻
国
男

『
宗
像
人
物
風
土
記
』
、
福
岡
地
方
史
研
究
会
会
長
・
石
瀧
豊
美
の
玄
洋
社
の

研
究
（
「
草
莽
の
留
学
」
）
な
ど
の
文
献
資
料
に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
の
文
献
資
料

に
よ
れ
ば
、
徳
重
正
雄
は
元
の
姓
を
石
松
と
い
い
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

三
月
三
日
に
生
ま
れ
た
。
徳
重
村
の
庄
屋
・
大
庄
屋
を
務
め
た
石
松
家
・
石
松

伴
六
（
休
蔵
）
の
嫡
子
で
、
三
蔵
、
三
郎
平
、
泰
次
郎
、
正
巳
と
称
し
た
。

　

徳
重
正
雄
は
、
幼
少
時
よ
り
向
学
心
が
強
く
、
習
字
・
手
習
い
や
四
書
の
素

読
な
ど
学
問
の
素
養
が
あ
り
、
旧
福
岡
藩
士
の
源
蔵
の
四
書
五
経
の
講
義
を
聴

き
、
皇
漢
大
部
（
和
漢
、
日
本
や
中
国
）
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
ま
た
福
岡
藩
の

勤
王
の
志
士
、
月
形
洗
蔵
や
早
川
勇
に
国
学
や
国
史
、
漢
詩
・
漢
文
学
な
ど
の

学
問
の
薫
陶
を
受
け
、
桜
田
門
外
の
変
を
知
っ
て
天
下
国
家
の
時
勢
や
国
事
周

旋
に
目
覚
め
、
勤
王
の
志
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
日
田
の
私
塾
・
咸
宜
園
に
も

入
門
し
、
天
下
の
志
士
と
も
交
流
し
た
と
い
う
。
早
川
勇
の
日
記
に
は
「
今
日

も
徳
重
に
行
き
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
徳
重
の
石
松
家
に
も
志
士
の
往
来
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
国
事
周
旋
に
向
け
て
の
談
義
も
行
わ
れ
、
徳
重
正
雄
も
次
第

に
感
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
十
七
歳
の
若
さ
で
徳
重
村
庄
屋
役
を
務
め
、
翌

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
依
願
退
職
し
た
が
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
は

赤
間
村
庄
屋
役
を
命
じ
ら
れ
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
八
月
ま
で
奉
職
し
て

い
る
。

　

若
き
日
の
徳
重
正
雄
（
当
時
は
二
十
歳
で
、
石
松
泰
次
郎
）
は
、
赤
間
や
太

宰
府
に
滞
在
し
た
五
卿
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。
元
治
二
（
一
八
六
五
、

慶
応
元
）
年
一
月
～
二
月
、
赤
間
の
御
茶
屋
に
滞
在
し
た
五
卿
の
給
仕
役
と
し

て
父
伴
六
と
共
に
召
し
出
さ
れ
て
一
首
の
和
歌
に
感
懐
を
託
し
、
三
条
実
美
公

に
勤
王
の
志
を
披
歴
し
た
と
い
う
。
後
日
、
太
宰
府
に
移
転
し
た
三
条
実
美
公

よ
り
御
礼
に
絹
布
に
書
い
て
贈
ら
れ
た
和
歌
「
如
何
に
し
て
筑
紫
の
海
に
寄
る

波
の
千
重
の
一
重
に
君
に
つ
く
す
ぞ
」
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
間
に
、
五
卿

や
早
川
勇
を
通
じ
て
、
五
卿
の
西
遷
の
周
旋
の
た
め
筑
前
国
福
岡
藩
領
の
宗
像

赤
間
宿
や
太
宰
府
な
ど
を
訪
れ
て
い
た
西
郷
隆
盛
に
出
会
い
、
知
遇
を
得
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

父
伴
六
は
、
嫡
子
で
一
人
息
子
の
徳
重
正
雄
の
出
歩
き
や
出
奔
を
引
き
止
め

よ
う
と
勝
浦
村
の
名
家
・
松
ケ
屋
か
ら
嫁
ヤ
ス
を
娶
っ
た
が
、
二
人
に
実
子
は

な
く
、
妻
ヤ
ス
は
夫
が
留
守
で
不
在
の
間
も
両
親
に
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
。

「
結
婚
し
て
も
自
分
は
い
つ
ど
こ
で
殺
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
徳
重
正

雄
の
申
し
出
で
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
正
雄
の
妹
、
娘
の
ハ
ル
に
遠
賀
郡

出
身
の
筋
田
要
一
を
婿
養
子
に
迎
え
世
継
ぎ
と
し
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
に
徳
重
村
の
庄
屋
役
を
務
め
、
以
来
戸
長
や
村
会
議
員
、
県
議
会
議
員
な
ど

役
職
を
歴
任
し
、
後
の
初
代
赤
間
町
長
に
な
っ
た
石
松
要
一
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
後
は
、
そ
の
志
の
ま
ま
に
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
福
岡
藩

を
脱
藩
（
出
奔
）
し
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
に
遊
学
し
、
西
郷
隆
盛
の
紹
介

も
あ
っ
て
藩
校
造
士
館
の
漢
学
寮
に
入
学
し
た
。
徳
重
に
改
名
し
た
の
は
鹿
児

島
へ
遊
学
し
た
頃
で
、『
宗
像
人
物
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
の
徳
重
神
社

に
参
詣
し
た
際
に
、
郷
里
と
同
じ
名
前
の
神
社
に
望
郷
の
念
を
禁
じ
が
た
く
石

松
姓
か
ら
徳
重
姓
へ
改
め
、
徳
重
泰
次
郎
、
後
に
徳
重
正
巳
、
そ
し
て
徳
重
正

雄
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。

　

彼
の
父
伴
六
宛
て
の
手
紙
・
書
簡
類
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
遊
学
中
は
、
早
川

勇
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
西
郷
隆
盛
や
大
山
綱
良
（
格
之
助
）
ら
薩
摩
藩
士
と

交
遊
を
深
め
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
藩
）
か
ら
学
費
や
生
活
費
を
支
給
さ
れ
優
遇

を
受
け
た
と
い
う
。
二
人
の
親
交
の
証
と
し
て
、
徳
重
正
雄
に
は
、
西
郷
隆
盛

と
大
山
綱
良
か
ら
送
ら
れ
た
掛
軸
（
石
松
家
に
所
蔵
か
）
が
あ
り
、
毎
朝
起
伏

す
る
部
屋
に
掛
け
て
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
（
伊
豆
凡
夫
の
追
悼
文

「
徳

重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
）
。

　

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
福
岡
藩
に
脱
藩
（
出
奔
）
の
罪
を
許
さ
れ
、
福
岡

藩
の
藩
費
で
東
京
遊
学
の
た
め
上
京
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
外
国
語
専

門
学
校
に
入
学
し
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
私
費

で
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ド
ル
ベ
ル
ク
に
留
学
、
経
済
学
者
（
経
済
学
博
士
）
の
レ
ッ

チ
ン
ゲ
ル
（
レ
ッ
ホ
ニ
ゲ
ル
と
も
）
の
塾
に
入
り
簿
記
や
財
政
学
、
経
済
学
（
経

論
学
）
な
ど
実
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど

欧
州
各
地
を
巡
遊
し
た
。

　

徳
重
正
雄
の
留
学
先
か
ら
家
族
石
松
家
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙･

書
簡
類
（
「
石

松
家
文
書
・
明
治
七
年
正
月
一
日
・
正
月
二
日
認
」
）
に
は
、
「
御
区
内
（
宗
像
）

ニ
テ
ハ
鶏
卵
日
本
ニ
テ
有
名
之
地
ト
歟
。
一
軒
ニ
付
、
鶏
壱
番
（
ツ
ガ
イ
）
ヲ

増
飼
ニ
テ
モ
三
四
千
ハ
相
増
可
申
右
一
番
一
年
ニ
壱
両
ノ
鶏
卵
代
ヲ
得
ル
時
ハ

則
二
千
両
ノ
益
ナ
リ
右
之
売
捌
ニ
付
鶏
卵
会
所
ノ
如
キ
物
決
テ
益
ト
ナ
ラ
ズ
」

な
ど
、
宗
像
郡
の
特
産
物
・
鶏
卵
（
宗
像
卵
）
の
旧
式
の
商
人
に
よ
る
鶏
卵
会

所
方
式
を
や
め
て
養
鶏
業
・
流
通
の
近
代
化
、
鶏
卵
の
増
産
に
よ
る
利
益
の
拡

大
、
経
済
の
地
域
活
性
化
を
図
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
茶
、
養
蚕
、

蝋
な
ど
日
本
か
ら
の
輸
出
品
の
増
大
、
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）
や
羅
紗
（
ラ
シ
ャ
）

な
ど
輸
入
品
の
国
内
生
産
の
勃
興
・
拡
大
、
筑
前
米
の
酒
生
産
加
工
へ
の
転
用

に
よ
る
筑
前
や
宗
像
の
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
日
本
の
貿
易
や
産
業
、
地
域

経
済
に
関
す
る
提
案
や
、
「
産
物
・
器
械
・
財
金
の
う
ち
、
国
や
郡
、
町
村
単

位
で
の
人
口
や
産
物
の
繁
殖
が
肝
要
で
あ
る
」
や
「
器
械
人
業
（
工
業
化
）
の

勃
興
が
肝
要
」
な
ど
の
記
述
も
あ
り
、
彼
が
留
学
で
学
ん
だ
経
済
学
的
な
見
地
、

近
代
的
な
富
国
論
や
殖
産
興
業
に
対
す
る
具
体
的
な
提
案
・
意
見
を
述
べ
て
い

る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

た
だ
留
学
中
に
病
弱
に
な
り
、
志
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
七
月
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
秋
月
の
乱
、
西
南
戦
争
な
ど
ち
ょ
う
ど
士
族

反
乱
の
最
中
で
、
西
南
戦
争
の
際
は
、
西
郷
へ
の
恩
義
も
あ
り
病
身
な
が
ら
恩

返
し
の
た
め
、
頭
山
満
・
箱
田
六
輔
と
玄
洋
社
の
三
傑
と
う
た
わ
れ
た
平
岡
浩

太
郎
ら
同
志
と
図
っ
て
西
郷
軍
へ
の
応
援
も
計
画
し
た
り
、
福
岡
の
変
に
参
画

し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
計
画
が
露
見
し
、
官
軍
の
追
っ
手
を
逃
れ
、
大
阪
の

実
業
家
の
大
三
輪
長
兵
衛
に
匿
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
大
阪
で
大
三
輪
長
兵
衛
が
発
起
人
と
し
て
手

掛
け
た
大
阪
第
五
十
八
国
立
銀
行
の
設
立
・
開
業
に
際
し
取
締
役
と
し
て
携
わ

り
、
資
本
金
の
内
六
万
円
を
福
岡
県
で
募
集
す
る
な
ど
大
い
に
実
績
を
あ
げ
、

同
年
十
一
月
の
開
業
か
ら
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
ま
で
博
多
支
店
の
事
務

を
総
括
し
た
。
ま
た
、
先
述
の
石
瀧
豊
美
氏
の
玄
洋
社
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
明

治
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
条
約
改
正
論
を
唱
え
た
有
志
会
議
「
筑
前
共
愛
会
」

に
も
参
画
し
、
同
郷
で
宗
像
大
社
の
神
官
を
務
め
「
博
多
新
聞
」
を
発
行
し
て

い
た
松
田
敏
足
と
共
に
、
会
議
へ
の
参
加
を
勧
誘
す
る
た
め
筑
前
の
各
郡
を
周

り
、
遊
説
し
て
い
る
。

　

明
治
十
三
年
か
ら
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
か
け
て
、
明
治
政
府
の
官

僚
で
あ
っ
た
早
川
勇
の
庇
護
を
受
け
東
京
府
京
橋
区
三
十
間
堀
の
早
川
勇
宅
に

寄
寓
し
、
東
京
、
箱
根
や
熱
海
な
ど
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

同
郷
で
後
の
陸
軍
少
将
の
伊
豆
凡
夫
の
士
官
学
校
の
入
学
に
際
し
、
身
元
保
証

引
受
人
に
な
っ
た
の
も
徳
重
正
雄
で
あ
っ
た
。
ま
た
療
養
期
間
中
の
明
治
十
六

（
一
八
八
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
『
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
註
釈
』
な

ど
が
あ
る
。
著
書
奥
付
に
は
「
早
川
勇
方
寄
留
」
と
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
八
月
に
故
郷
の
宗
像
に
戻
り
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に

は
宗
像
郡
よ
り
福
岡
県
議
会
議
員
に
も
選
出
さ
れ
、
福
岡
県
庁
よ
り
衛
生
会
委

員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
三
月
十
一
日
、
療
養
の
甲
斐
も
な
く
、
福
岡
市

内
の
病
院
の
一
室
で
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

（
２
）
徳
重
正
雄
の
関
係
資
料

　

徳
重
正
雄
に
関
し
て
は
、
徳
重
村
庄
屋
家
の
石
松
家
伝
来
の
古
文
書
「
石
松

家
文
書
」
（
石
松
家
所
蔵
、
市
史
編
さ
ん
室
に
マ
イ
ク
ロ
・
紙
焼
き
資
料
所
蔵
）

に
残
る
徳
重
正
雄
が
留
学
先
か
ら
家
族
・
石
松
家
に
宛
て
た
手
紙･

書
簡
類
の

他
に
、
福
岡
県
立
宗
像
高
校
の
資
料
館
（
四
塚
会
館
）
に
は
彼
の
海
外
留
学
時

代
の
記
録
（
「
徳
重
泰
次
郎
書
簡
：
英
国
龍
動
＝
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
訪
英
報
告
」
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
『
宗
像
郡
誌
』
上
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は

あ
る
が
、
徳
重
正
雄
が
福
岡
藩
を
脱
藩
後
、
鹿
児
島
遊
学
時
代
の
頃
の
時
期
と

思
わ
れ
る
徳
重
正
雄
と
西
郷
隆
盛
の
関
係
を
示
す
典
拠
史
料
「
徳
重
正
雄
書
簡

（
年
不
詳
正
月
三
日
付
、
明
治
二
～
三
年
頃
か
）
」
を
以
下
、

紹
介
す
る
。

「
徳
重
正
雄
書
簡
」
（
『
宗
像
郡
誌
』
上
編　

六
一
四
～
六
一
五
頁
、
原
本
は

徳
重
村
「
石
松
家
文
書
」
）

　
　

春
賀
芽
出
度
申
上
納
候
。
擧
家
御
揃
、
益
御
安
康
奉
敬
賀
候
、
陳
者
私
儀
、

去
十
月
朔
日
肥
後
熊
本
ニ
而
、
市
二
郎
と
相
別
れ
、
七
日
當
藩
着
、
爾
後

西
郷
吉
之
助
君
相
訪
、
段
々
懇
情
を
蒙
候
末
、
漢
學
寮
え
入
門
い
た
し
度
、

依
頼
仕
置
候
處
、
同
廿
二
日
許
容
ニ
相
成
、
直
ニ
入
寮
仕
、
都
講
久
木
山

泰
蔵
と
申
仁
よ
り
、
被
申
談
候
ニ
者
、
私
篤
志
之
次
第
被
相
感
趣
ニ
而
、

滞
塾
中
賄
を
初
、
夜
具
油
火
等
迄
、
政
府
よ
り
御
仕
度
被
下
候
旨
ニ
付
、

余
程
辞
退
も
仕
候
得
共
、
押
而
断
ニ
及
候
而
ハ
却
而
不
敬
と
存
、
其
儘
相

受
居
候
内
ニ
も
、
不
束
之
身
分
、
痛
入
仕
合
、
畢
竟
是
と
申
も
、
西
郷
氏

之
厚
誼
、
且
藩
法
遊
士
を
被
相
待
之
厚
、
實
ニ
感
銘
之
至
ニ
奉
存
候
。
其

刻
迄
ハ
、
佐
賀
熊
本
両
藩
遊
學
生
四
人
、
余
ハ
當
藩
之
人
斗
と
同
居
仕
居

候
處
、
舊
（
旧
）
蝋
初
旬
よ
り
、
本
藩
遊
學
生
六
人
出
浮
之
内
、
両
人
當

局
え
入
寮
被
致
、
何
れ
も
親
睦
ニ
相
交
、
専
ら
勤
學
、
間
ニ
者
参
政
桂
四

　
　

郎
、
黒
田
嘉
納
、
大
監
察
大
山
格
之
助
君
抔
と
申
人
を
初
、
其
外
有
名
之

仁
等
、
相
尋
候
而
、
議
論
等
拝
承
い
た
し
、
至
而
健
ニ
消
光
仕
居
候
間
、

乍
憚
御
氣
易
ニ
御
思
召
可
被
為
下
候
。

　
　

一
、
當
藩
政
体
変
革
上
向
、
所
謂
日
新
之
模
様
、
就
中
も
大
事
件
ハ
、
門

閥
廃
と
申
、
万
石
已
上
御
家
門
を
初
、
諸
大
身
不
残
千
五
百
石
已
下
ニ
被

致
減
録
（
禄
）
、
陪
臣
等
も
士
族
ニ
取
立
ニ
相
成
、
貴
賤
之
無
差
別
、
人

才
ニ
応
し
、
登
用
ニ
相
成
候
間
、
只
今
ニ
而
ハ
家
柄
故
就
官
之
人
抔
ハ
、

壹
人
も
無
之
趣
、
且
又
廃
佛
論
ニ
而
、
国
中
寺
塔
抔
、
無
残
廃
毀
、
法
師

等
も
還
俗
い
た
し
候
。
就
而
ハ
百
姓
町
人
ニ
至
迄
、
總
而
神
祭
葬
之
式
、

取
用
候
趣
、
其
外
製
鉄
所
、
火
薬
局
等
、
何
れ
も
高
大
之
仕
搆
、
實
ニ
感

嘆
驚
目
、
都
合
ニ
御
座
候
。
先
者
右
之
段
安
否
為
御
知
申
上
置
候
條
、
必

御
氣
遣
不
被
為
下
、
節
角
御
自
重
之
程
、
奉
願
上
候
。
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
子
嶋
藩
（
鹿
児
島
藩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
三
郎
平
事　

徳
重
正
巳
（
正
雄
）

　
　
　
　

正
月
三
日

　
　
　

石
松
休
蔵
様　

〇
伴
六

（
３
）
徳
重
村
・
石
松
家
墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
に
つ
い
て

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
四
日
（
水
）
に
、
石
松
家
（
石
松
孝
義
様
の

奥
様
石
松
シ
ノ
ブ
様
）
の
ご
案
内
で
、
宗
像
市
史
編
さ
ん
事
務
局
・
花
田
事
務

局
長
・
判
田
さ
ん
と
文
化
財
課
山
田
さ
ん
の
立
会
の
下
、
徳
重
地
区
の
石
松
家

墓
地
と
徳
重
正
雄
の
墓
碑
の
現
地
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

　

石
松
家
の
墓
地
は
、
徳
重
地
区
の
丘
陵
地
で
、
太
閤
水
伝
説
も
あ
る
古
い
井

戸
跡
が
残
る
柳
井
尺
に
か
つ
て
あ
っ
た
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
寺
院
・
宝
松
院
の
跡

地
に
あ
る
。
宝
松
院
は
石
松
家
の
祖
先
・
石
松
三
郎
兵
衛
が
寛
永
年
間
に
開
基

し
た
寺
院
で
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
石
松
家
は
戦
国
時
代

に
は
宗
像
地
域
を
支
配
し
た
宗
像
氏
に
仕
え
た
武
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
期
は
、
徳
重
村
の
庄
屋
役
（
初
期
は
触
口
）
を
務
め
た
初
代
石
松
三
郎
兵

衛
か
ら
九
代
目
の
石
松
伴
蔵
、
十
代
目
石
松
伴
六
、
十
一
代
目
の
石
松
要
一
な

ど
石
松
家
累
代
の
墓
や
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
石
松
家

三
百
年
祭
」
の
記
念
碑
「
徳
重
石
松
家
祖
先
之
碑
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
重

正
雄
の
墓
碑
は
さ
ら
に
丘
の
上
段
部
に
あ
り
、
墓
碑
に
は
「
徳
重
正
雄
墓
、
明

治
廿
年
三
月
十
一
日
庁
下
没
、
福
岡
県
議
会
議
員
有
志
中
建
之
」
と
あ
り
、
福

岡
県
議
会
議
員
の
有
志
で
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
石
松

家
文
書
」
の
中
に
、「
故
徳
重
正
雄
建
墓
費
義
捐
者
人
名
簿
（
明
治
廿
年
十
二
月
）」

と
い
う
墓
碑
建
立
の
発
起
人
や
義
捐
金
に
関
す
る
資
料
が
残
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
『
宗
像
』
第
百
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
伊
豆
凡
夫
の
徳
重
正
雄
の
追
悼

文
「
徳
重
正
雄
君
を
懐
ふ
」
が
彼
の
人
生
を
集
約
し
て
い
る
の
で
以
下
、
一
部

引
用
す
る
。

「
君
を
し
て
長
寿
な
ら
し
め
ん
乎
。
世
豈
君
を
要
し
て
立
た
し
む
る
の
時
な
か

ら
ん
や
（
中
略
）
天
道
是
乎
非
乎
。
何
ぞ
有
為
の
士
に
幸
ひ
せ
ざ
る
の
酷
（
甚
）

だ
し
き
や
」「
余
は
我
郷
の
、
徳
重
君
を
妄
評
す
る
人
に
告
げ
ん
と
す
。
成
敗
を

以
て
人
を
論
ず
べ
か
ら
ず
、
之
を
古
今
の
歴
史
に
徴
せ
よ
。
志
士
皆
悉
く
成
効

（
功
）
を
期
す
る
に
能
は
ず
、
偉
人
必
し
も
大
名
を
為
さ
ず
」
と
徳
重
正
雄
の
夭

折
を
惜
し
ん
で
い
る
。

　

徳
重
正
雄
は
、
早
川
勇
や
西
郷
隆
盛
に
薫
陶
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
海
外
留
学
し
て
世
界
を
経
験
し
、
日
本
を
見
つ
め
直
し
た

国
際
人
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
渡
欧
し
、
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
に
留
学
し
た
鞍
手
郡
出
身
の
医
師
赤
星
研
造
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
郷
土
宗
像
の
家
族
や
未
来
を
思
い
、
経
世
済
民
（
経
国
済
民
）
の
志

を
胸
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
国
事
周
旋
に
奔
走
し
た
志
士
が
宗
像
に
も
い
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
。
こ
の
機
会
に
徳
重
正
雄
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

頂
き
、
彼
の
生
き
様
や
人
物
像
、
そ
の
志
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
徳
重

正
雄
や
石
松
家
の
歴
史
や
歴
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
宗
像
地
域
の
近
世
・
近
代

を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

徳
重
正
雄
に
つ
い
て
の
資
料
や
情
報
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
教
示
、
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
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査
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史
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岡
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団
法
人
西
郷
南
洲

顕
彰
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（
西
郷
南
洲
顕
彰
館
）
、
そ
し
て
石
松
孝
義
様
・
シ
ノ
ブ
様
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、

石
松
家
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
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。
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つ
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